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札幌には、戦争や病気などの理由で 「学ぶことのできなかつた」人たちが、

毎週水曜日の夜、札幌市民会館の会議室を教室にして、学ぶ 「学校」がありま

す。名を 'オL幌違友塾自主夜間中学」といいます。

1990年 に始まり、今までに213名 もの卒業生を送り出してきました。

年代は 10代 から80代 と幅広く、現在も約 70名 の人違が学んでいます。

この学校は、受講生とボランテイアスタッフの熱意と笑顔 ・全国 150名 の

賛助会員の経済的支援によつて成り立ってきました。また、抽選会前の会議室

予約や教材置場としてのロッカーの増設など、市民会館と教育委員会の方々の

応援をもいただきました。

】L海道にただ一つしかないこの夜間中学という、もう一つの学校は、全国に

公立の夜間中学が 35校 、自主夜間中学が 10数 校存在しています。

本年 2月 20日 、全国の夜間中学関係者でつくつている 「全国夜間中学研究

会」は、日本弁護士連合会の人権擁護委員会に、人権救済の申立てを行ないま

した。教育を受けられなかった人達が放置されたままでいる事は、人の 「教育

を受ける権利」を侵害しているとの趣旨から、全国に夜間中学の開設を求める

ものです。

今、札幌市民会館の驚替えが日程に上っています。

これまで、多くの高齢者や車椅子の人達さらに旭川や釧路といつた遠隔地か

らも通学が可能であつたのは、交通機関が集中している市民会館の場所の良さ

と通学経路がバリアフリーであるというところにありました。

このため、以下のことについて札幌市教育委員会の方々と継続的な話し合い

をさせていただきたいと切に願うものです。

(1)教 室の維持のために、市民会館の達替え工事が始まる半年以上前迄に、

通学可能な場所にある札幌市の公共施設 (小中学校の空き教室を含む〉

の斡旋とその経続的な使用。

121 場所が変わることで、通学に困難をきたす人達がでた場合の対策。

●)教 材置場の確保。

一以  上
一



添 付 資 料 一 覧

(■) ゴ ヒ彰ま達室義庁隈郭高己葛事 (本年 3月 20日 )

「やっと出会った学びの場…札幌遠友塾のお年寄り」

半世紀超えて念願の卒業証書

(2) 卒 業 生 在 校 生 の 作 文

① 一ねんかんのおもいで    い とう ふ さこ

② 初 めての卒業証書      松  田 富  子

③ 私 の思い出         矢  本  光  子

(3) 札 じ 葎 菱 参 こ~2)凌 )ヱゆ み

1990年開講以来の年表

(4) 年 度 IIX支 宅夫 隻 率 筆

2002年4月～2003年3月まで (2002年 度)の

本L幌遠友塾自主夜間中学の収支決算書

(5) /AX厚 勺 準雲 F「・5北 太 (市長選挙 にお ける)マ こ メ寸 fる

'一国 市
~α )Iヨ 答

(6) 人 権 荘定芳 α )Iや 寸 書

日本弁護士連合会 「人権擁護委員会 ・子どもの権利委員会J

への人権救済の申立書本文

(本申立書の数多くの参考資料も提出できます。)



札幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤慶一 様

13年 間、みなさんの意思を継続 させて、仕事を持ちなが ら、今 日まで活動 さ

れてきたことに心から敬意を表 します。遠 く道東か らも汽車に乗つてこられ る

方 もい らつしやつたそ うで、受講生のみなさんの学ぶ思いの強 さに心打たれま

す。

市民会館の建て替え問題については、私の考えは明快です。

おっ しゃるように、「学べなかつた人たちがやつとた どり着いた遠友塾を滞 る

なく運営 していくためにJ、統廃合にともな う小中学校の空き校舎を活用するな

ど、通学可能な場所にある札幌市の公共施設 を恒常的使用できるよう、私が当

選 したな らば、市長就任後ただちに取 り組みます。また、通学困難 な方が出た

場合の対策や、教材置き場の確保 についても、合わせて実現に向けて検討いた

します。

まもなく14年 目の新学期ですね。お元気で活躍 されるよう、祈念いた します。

2003角二3月 31 日

上 日文雄



1

貴職 にお かれ ま して は、 ます ます御健勝 の こ ととお喜び 申 し上 げ ます。

「札幌遠友塾 自主夜間中学」の代表 として、長い間、義務教育の未修了の

方々などに学習の機会 と場を提供 し、学習指導などに取 り組んできてお られ

ます ことに対 しまして、敬意を表 します。

4月 24日 付 けで ご質 問の ござい ま した こ とにつ きま して、それ ぞれ所 管

す る課 か ら御 回答 申 し上 げ ます 。

(1)及 び (2)に つ いて

道民 の皆様 が、そ の学習意欲 に対応 して、いつ で も、 どこで も 自由に学習

機会 を選択 して学ぶ こ とがで き るよ う、道や市町村 な どがそれぞれ の役割 分

担 を踏 まえなが ら、そ の環境 の整備 、充実 を図 つてい くこ とは大切 な こ とで

あ り、道 といた しま して も、そ のた めの努力 を続 けてまい りたい と考 えてお

ります 。

(3)に つ いて

道 内 におい ては、夜 間 中学 の開設主体 となる市 町村 に対 して、具体 の要望

が あつた とは聞いてお りませ ん し、 また、 この こ とに関 しま して、市町村 か

らの相 談 も受 けて はい ない状況 にあ ります が、道 とい た しま して も、 日本 弁

護 士連合会 の判 断 を注視 してまい りたい と考 えてお ります。

なお、 回答 が遅 くな りま した こ とをお詫び 申 し上 げます。

平成 15年 5月 20日

札 trF.遠友塾 自主夜 間 中学

代 表 工 藤  慶 ―
 様

北海道教 育庁 生涯学 習部

生涯学習課長    西 日 憲 史

小 中 ・特殊教 育課長  金 丸  浩 一



2006年 2月 13日

札 幌 市 長

卜   田   文   姪   様

札幌遠友塾自主夜間中学

(代表)工  藤  慶  一

お  願   い

昨年の 8月 、遠友塾の授業を見ていただき誠にありがとうございます。

本当に嬉しく、みんなの気持に希望の光が灯りました。

しかし2月 2日 に札幌市民会館の閉館の日程が発表され、いつかはこうなる

と判ってはいても、現在通学中の受講生更に新年度入学を希望している人達に

とって、学ぶ教室がなくなるという不安はとても大きなものがあります。この

声にどう応えていつたらよいのか、言葉に窮しております。

このため、通学可能な空き教室等を使用させていただけるのかなど、上田市長

のお考えを是非お伺いしたいのです。お忙しい中、勝手なお願いで申し訳あり

ませんが、一度早急にお会いできませんでしょうか ?

ご検討の程よろしくお願い申し上げます。

―
以  上

―

米下記連絡先にてご返事をお待ち申し上げております。

(〒)062-0035

電  話

FAX

携帯電話

デール アドレス

011-584-3369

011-584-3869

090-8271-4316

夜 8時 以降

随時

随時

札幌市豊平区西岡 5条 13丁 目 7-5

工 藤  慶  一

kuduke10,cm hOlte ne jp   随 時
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本L幌 市 長  卜  回  文  雄 様

圭
百

2007年 1月 29日

札幌遠友塾自主夜間中学

代表  工  藤  慶  一

昨年の春には、当自主夜間中学の授業継続の為に、札幌市民会館の代替施設

として 「教育文化会館」を幹症していただき、誠にありがとうございました。

集う受講生とスタッフ
ー同、安堵の気持ちで一杯になりました。

その後、 「学校の余裕教室を使わせていただきたい」という願いにつき、教

育委員会と話合いを続けてまいりましたが、結論を見るに至っておりません。
また、全国夜間中学研究会が2003年より自弁違人権擁護委員会に訴えていた

人権救済の申立てが受け入れられ、昨年8月10日に「学齢期に修学することので
きなかった人々の教育を受ける権利の保障に関する意見書」が日弁連より政府
に提出されました。

これらの実情をふまえ、新たなお願いをさせていただきたいのです。それは

意見書の趣旨に述べられている 「いわゆる自主夜間中学等を運営する民間グル
ープに対する様々な援助 (施設の提供、財政的支援等)な ど、義務教育を受け
る機会を実質的に保障する施策を推進すること」に関するものです。

い】 学校の教量を使わせていただきたい。

戦争や病気などで学べなかった人達は他に学ぷ場がなく、現在も変らず当

自主夜間中学への入学申込が続いています。最近、厚別区に多数在住する残

留孤児とその家族 ・不登校の子供たち ・新渡日の人々などの申込が増えてき

ました。こうした変化に対する有効な手立てとして、日本語教室など、教室
の増設が避けられない段階に来ています。しかし、他の民間団体と競合する

公共施設では中々場所の確保が困難です。この指に、数材の拡充と置き場所

問題の解決を含め、学校の教量を使わせていただきたいのです

12)教 育文化会館の使用料の減免をお願いしたい。

札幌市民会館の年間70万円の教室使用料に対し、教育文化会館では110万

円になり、教室増設はこの点からも困難です。公立校が教育文化会館を使用

する際の半額減免措置を遠友塾にも適用していただけないでしょうか。

おにしい中、心苦しいのですが、上記二点につき、 2月 末日までのど回答を

いただければ幸いです。尚、意見書に記載される他の諸意見についてはt今 後

の課題になると考えています。以上よろしくお願い申し上げます。

(添付資料)。 日弁違より政府に提出された意見書
。人権救済申立を行なった遠友塾受講生の作文



札 文 市第 941号

札 教生 第 1328号

平成 19年 (2007年)2月 20日

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤 慶
一 様

札幌市観光文化局

文 化 部 長 塩 澤 正

札幌市教育委員会

生涯学習部長 石  原

要望書に対す る回答について

日頃より、本市の文化行政にご協力賜り心から御礼申し上げます。

さて、平成 19年 1月 29日付で貴団体から提出されました要望書について、下記の

とおり回答いたしますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

■ 「 学校の教室を使わせていただきたいJに ついての回答

学校の余裕教室の利用については、以前から貴団体と協議してきたところですが、

これまで利用していた市民会館 と同様に都心の交通至便なところという条件では

確保が難しい状況です。今後、高齢な方が多い塾生の皆さんが通学可能な範囲や教

室の利用形態などを具体的に示していただき、それらを元に引き続き協議していき

たいと考えております。

2 「 教育文化会館の使用料の減免をお願いしたい」についての回答

札幌市教育文化会館の使用料については、札幌市教育文化会館使用料減免取扱要

領第 2条で公立学校等が使用する際の使用料を2分 の 1に減額できる旨が定められ

ております。貴団体が開校以来果たしている社会的な役割と、会場の変更に伴い使

用料が大幅に増加することを考慮し、同規定を準用して、札幌市教育文化会館の使

用料について、その2分 の 1を減額することといたします。

なお、この取扱は、上記の理由から、本L幌市教育文化会館における貴団体の夜間

中学の授業のみの限定的なものであることを申し添えさせていただきます。

【担当】    |

回答 1に対するお問合せ先

札幌市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課

目三言舌:011-211■3871  Fおよ :011-218-3873

回答2に 対するお問合せ先

札幌市観光文化局文化部市民文化課 牟 田日、

電話10112112261 軸 X:0112185157

大 澤

木村



札幌市長 上回文雄様

2007年 3月 3日

札幌遠友聖自主夜間中学

代表 工  藤  慶  一

礼 ―

過日は、当自主夜間中学の要望に暖かい対応をしていただき、誠にありがと

うございました。

教育文化会館の使用料の減免報告をしながら、生徒 ・スタッフ共々、大きな

拍手で喜び合いました。

2月 28日 の水曜日に、入学希望者見学会を行い、中国からの帰国者 2名 ・

かつて不登校であったため今学びたいという20歳 代の人 2名 ・若い頃学べな

かった 70歳 代の人 2名 が見学に来ました。その中の 1人 は、市民会館で清掃

作業に従事していた方で、作業をしながら遠友塾のことを知り、見学にきたの

です。学べることが嬉しくてと、笑顔一杯で希望を語ってくれました。

私達はこれからも精一杯、学びたい人たちと共に歩いていきたいと思います。

今後とも、義務教育未修了の人たちにとって、よりよい学びの環境をつくる

ために、様々なお願いをすると思いますが、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。

ありがとうございました。



2007年 2月

北 詔事筑圭 セこ 夜 間 中 学 を
▼
つ く る こ革

に  参  力 口 Lン  ~f 下  さ   し ヽ。

準備会発起人 工  藤  慶  一
(札幌遠友塾自主夜間中学代表)

《趣  意  書 》

誰もが教育を受ける権利があり、学ぶことが生きる喜びになることを実在の

ものとする為、札幌遠友塾自主夜間中学の授業が始まってから17年。長年使用
してきた札幌市民会館が3月に閉鎖になり、新年度の4月から教育文化会館に学
びの場が変ろうとしています。

中国から帰国した人や不登校の子供たちなど、新たな入学希望が増えている

中、必要とされる教室数や教材の保管場所確保の為に 「学校の教量を使わせて
ほしい」という私達の願いは今だかなえられていません。こうした現実を打破
する全く新たな道が求められています。

昨年 8月 、日弁連より政府に 「学齢期就学することのできなかった人々の教
育を受ける権利の保障に関する意見書」が提出されました。これは全国夜間中
学研究会が訴え、日弁連が受け入れたものだったのです。この意見書の内容を
基にして、義務教育に関する大切な提案を北海道と札幌市に行い、話合いを続
けることが必要な行動であると決意するに至りました。

私達は 「北海道に夜間中学をつくる会」を創ります。一人の個人として、ま
た協力団体として、会への参加をお願い申し上げます。

【行 政 へ の 要 望 (案)】

義務教育を受ける機会が実質的に得られなかった人達の実態の把握を可能
な限りすすめながら、

① 北 海道におけるセンター校の役割を担う公立中学校夜間学級を札幌市
に開設すること。

② 道 内の自主夜間中学を運営する民間団体に対し、学校の教室使用を主
とする施設の提供と財政的支援を行なうこと。

③ 教 育を受ける機会を保障する為、個人教師の派遣などの施策を進める
こと。

④ シ エアスクールなど、既存の学校の受け入れ対象者を拡大すること。

⑤ 住所変更届けや病院の間診表など、公的書類の漢字に 「ひらがなJを
ふり、苦しみを和らげること,
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札幌市長 上  回  文  雄  様

2007年 5月 22日

北海道に夜間中学をつくる会
札幌遠友塾自主夜間中学代表
工 藤  慶  一

義務教育を受ける機会が実質的に得られなかった人達の実態の把握を可能
な限りすすめながら、

① 北 海道におけるセンター校の役割を担う公立夜間中学 (公立中学校夜
間学級)を 札幌市に開設すること

② 道 内の自主夜間中学を運営する民間団体に対し、学校の教室使用を主
とする施設の提供と財政的支援を行なうこと。

③ 教 育を受ける機会を保障する為、個人教師の派遣などの施策を進める
こと。

④ シ エアスクールなど、既存の学校の受け入れ対象者を拡大すること。

③ 住 所変更届けや病院の間診表など、公的書類の漢字に 「ひらがな」を
ふり、苦しみを和らげること。

要 圭
百

誰もが教育を受ける権利を持ち、学ぶことが生きる喜びになることを実在の
ものとする為、札幌遠友塾自主夜間中学の授業が 「札幌市民会館」で始まって
から17年 (卒業生総数253名)。 4月からは 「教育文化会館」に学びの場を変え
新入生28名を含む受講生総数85名で新年度の授業がスタートしました。

戦争や病気などで学べなかった人達は他に学ぶ場がなく、現在も変わらず入
学が続いています。最近は厚別区に多数在住する中国残留孤児とその家族や不
登校の子供たちなどの入学が増えてきました。こうした学びを求める大勢の人
達の声に答えるため、長年にわたり学校の教掌使用を求めてまいりましたが、
今だかなえられていません。

昨年8月、日弁連より政府に 「学齢期就学することのできなかった人々の教育
を受ける権利の保障に関する意見書」が提出されました。これは全国夜間中学
研究会が訴え、日弁連が受け入れたものです。この意見書の内容を基に、教育
に関する下記事項を要望します。担当される部署の方々との話合↓彗士始めさせ
せていただき、できるところから施策を講じていただければ幸いです。



(―  喜  内  容  補  足 )

lll 北海道で実質的に義務教育の機会を得られなかつた人達の数と地域

前日の国勢調査 (2000年10月実施)に よると、道内において小学校未修了者

数だけで9600人、これに中学校未修了者や学んではいないが中学校の卒業証書
だけをもらった形式卒業者、更に就学免除者や就学猶予者、また外国から帰国
ないし渡日してきた人々を含めると、10万人以上の実質的に義務教育の機会を

得 られなかった人達が北海道で暮らしていると推定されます。

札幌遠友塾自主夜間中学には、旭川 ・風連 ・釧路 ・函館といった遠くから通

った卒業生がいました。また今年、新聞記事やテレビを通じて遠友塾を初めて

知った人達からの問い合わせが、札幌近郊のみならず旭川 ・根室 ・北見 ・苫小

牧 ・室蘭 ・函館といった道内各地からありました。実質的に義務教育の機会を

得られなかった人達が、広範囲にわたって存在することが、北海道の特異な側

面なのです。

121 いかに学ぷ機会を保障していくか ?

日本国憲法第26条に明記されている教育を受ける権利を保障するため、先の

北海道の事情をふまえた上で、通学可能な道内各地に夜間中学を開設する必要

があります。 (尚、義務教育を終えた前提で行なわれる生涯教育や社会教育と

夜間中学は全く性質を異にするものです。)

道内各地に民間ボランティアの手で、遠友塾のような自主夜間中学が開設さ

れたとしても、具体的に授業をすすめる上で必要とされる経験交流や専門性、

更に施設上 (実験室や音楽室などがなく、教材置場もない)の 問題などの困難

が伴います。この為に、北海道におけるセンター校の役割を果たす札幌での公

立夜間中学校の開設と、自主夜間中学を運営する民問団体への施設提供と財政

的支援を要望するものです。更に、通学できない人への個人教師の派遣も検討

していただきたい。

131 既存の小中学校での受入れ対象者の拡大について

遠友塾に在籍する桑山玉枝さんは、どこで学んでいいのか分からず、近くの

小学校の校長先生に掃除でも何でもするから1年 生の国語の授業を受けさせて

ほしいと何度も頼みましたが、断られた経験を持っています。

岡山県では、こうした学べなかった人達のために、シエアスクールを開校し

小学校生徒との交流を行い、子ども大入双方に、成果をもたらしております。

広い北海道をカバーしていくためには、既存の小中学校で大人を受け入れる事

が最終的な解決につながると思います。札幌市清田区の三里塚小学校の実践も

ふまえ、施策に反映していただきたいと思います。

14)公 的な書類へのひらがなふりについて

国際議字年が今行なわれていますが、行政としてどのような取り組みをされ

ていますか ?役 所や病院で、書類にひらがなをふってあれば、今までどれほど

の人達が救われたことでしょう。できる事から取 り組んでいただきたいと切に

要望するものです。
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平成19年 9月 26日

北海道議会議長  釣 部 勲 様

北海道に夜間中学をつくる会 共同代表

札幌遠友塾自主夜間中学  代 表

札幌市豊平区西岡5条 J3丁ロフー5

工藤慶一

紹介議員

小林郁子 広日まゆみ 戸日芳美

八日盛茂 花岡ユリ子 真下紀手

義務教育を受ける機会が実質的に得られていない人たちへの

修学保障についての請願書

請願の要 旨

日本弁護士連合会は、2006年フ月20日の理事会において、「学齢期に修学することのできなか
った人々の教育を受ける権利の保障に関する意見書」を取りまとめ、同年8月 10日、内閣総理大
臣・文部科学大臣・厚生労働大臣 衆議院議長 ・参議院議長に提出しました。

すでにご承知のことと存じますが、その意見の趣旨は、つぎのとおりです。

国は、戦争、貧因などのために学齢期に修学することのできなかった中高年齢者、在日韓国=

朝鮮人および中国帰国者などの多くの人々について、義務的かつ無償とされる普通教育を受け
る権利を実質的に保障するため、以下の点を実施すべきである。

1 義務教育を受ける機会が実質的に得られていない者について、全国的な実態調査を遠やか
に行うこと。

2上 記の実態調査の結果をふまえ、

1 公 立中学校夜間学級(いわゆる夜間中学)の設置の必要性が認められる地域について、当
該地域を管轄する市(特別区を含む。)町村および都道府県に対し、その設置について指導
および助言をするとともに、必要な財政的措置を講ずること。

2 そ の他の個別のニーズと地域ごとの実情に応じ、①既存の学校の受け入れ対象者の拡
大、②いわゆる自主夜間中学などを運営する民間グループに対する様々な援助(施設の提
供、財政的支援など)、③個人教師の派遣を実施することなど、義務教育を受ける機会を実
質的に保障する施策を推進すること。

なお、この日弁違「意見書」には、札幌遠友聖自主夜間中学からも受講生、スタッフなどが申立
を行っております。

httpモ//yakanchugaku enyu」 uku oom/katudou/20070926doseigan html 09/03/22
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また、2001年12月、国連総会は2003年から2012年までを「国連識字の10年 :すべての人に教育

を」とする宣言をしました。その宣言は、すべての人に読み書きの能力を与えること、すべての人

に基礎教育を保障することを証つたものです。

こうした中、遠友塾は、1990年4月 に開講し、これまでに253名の卒業生を送り出しております。

本年度も、35名が受講しており、受講生は増えてきており減少することはありません。近年はさき

の「意見書」に述べられた人たちに加え、不登校で義務教育を修学できなかつた人たちも受講して

おります。

さらには、旭川市においても、民間グループが自主夜間中学を開議しようと準備を進めておりま

す。わたしたちはこの活動と連携をとり、遠友塾受講生との話し合い、会場の確保や授業計画な

ど、これまでの経験を共有しております。そして、わたしたちは、旭川市およびその周辺地域にお

ける義務教育を受ける機会が実質的に得られていない人たちが、一日もはやく修学できるよう努

めております。

よって、道議会において、義務教育を受ける機会が実質的に得られていない人たちにつぎのこ

とを配慮お願いします。

記

公立中学校夜問学級設置および教員配置について設置主体たる市町村へ指導、助言を行う
こと。

自主夜間中学から市町村への教室確保の要望があった場合に指導、助言し、市町村をまた

ぐ遠距離通学などに就学可能な支援を行うこと。

2/2ペ ージ

1

httpi//yakanchugaku enyu」uku 6om/katudou/20070926dos6 gan html 09/03/22



i

引ヒ 影 事  寅 重  多 コ  裏 事

向 橋 は る み 様

お

北海道に夜間中学をつ くる会

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤 慶 一

2007年 10月 22日

V｀願

6月 には北海道における夜間中学の五項 目のお願いにつき、各部局の方々 と

話 し合いをさせていただき誠 にあ りがとうございました。

今 日は今後の進めたかについてお尋ねさせていただきます。

お願いの項 目毎に、 どの部局のどなた と今後話 し合いを続けさせていただ く

かをお示 しいただきたいのです。また統括的にやつていただける方が誰である

かもお示 しいただきたいのです。 (内容が広範囲にわたつてお りますので。)

お忙しい中、申し訳ないのですが、何卒よろしくご検討の程お願い申し上

げます。

(連絡先 :工藤携帯 09082714316)



」ヒ影手頚重タコ瑳事 毎章f記

江   本   英   国 青   様

北海道に夜間中学をつ くる会

本L幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤 慶 一

拝  啓

過 日は私たちのお願いにつき、真摯に応 じていただき、まことにあ りがと

うございました。

今 日は、別紙 10月 20日 付け知事様宛お手紙のご返答を今だいただいていな

ない事についてお尋ね したいのです。

このご返事は、いただけるものなので しょうか ?

11月末 日迄にご連絡いただければ幸いに存 じます。

2 0 0 7年 11月 19日

おに しい中、申し訳ないのですが、よろしくお願い申し上げます。

草  々

(連絡先 :工藤携帯 0908271‐4316)



拝啓 向 寒の候、工藤様におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し上
げます。

まずは、先般、工藤様からご照会のありました夜間中学のご要望窓日の件につき
まして、お答えが遅 くなりましたことを深くお詫び申し上げます。

さて、各要望項 目別の窓日につきましては、次のとお りとなりますのでお知らせ
いたします。

【要望】
① 北 海道におけるセンター校の役割を担 う公立夜間中学(公立中学校夜問学級)

を札幌市に開設すること。
〔窓口】

北海道教育庁学校教育局義務教育課吏援グループ
曽我部主幹 (内線 35-753)

【要望】
② 道 内の自主夜間中学を運営する民間団体に対し、学校の教室使用を主とする

施設の提供と財政的支援を行 うこと。
③ 教 育を受ける機会を保障する為、個人教師の派遣などの施策を進めることD
④ シ エアスクールなど、既存の学校の受け入れ対象者を拡大すること。
【窓日】

北海道教育庁生涯学習推進局生涯学習課推進グループ
前日主幹 (内線 35-503)

【要望】
⑤ 住 所変更届けや病院の問診表など、公的書類の漢字に 「ふりがなJ

吉しみを和らげること。
【窓日】

をふ り、

知事部局 内で現在調整 してお りますので、決定次第、別途お知 らせいた します。

なお、統括窓 口についてですが、知事 は教育庁 に対す る権限が無い ことか ら知事
部局及び教育庁のそれぞれ とな りますので ご理解願います。

①知事部局
現在調整 してお ります ので、決定次第、別途お知 らせいた します。

○教育庁
学校教育局義務教育課支援 グループ

曽我部主幹 (内繰 35-753｀

敬 具

平成 19年 11月 27日

北海道に夜間中学をつくる会
オL幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤 慶 一   様

北海道知事政策部知事室道政相談セ ンター

ピ
06は8督ゴ解乱離馬!ヒ亀智6丁目」



2008勺 三3月  18日

北海道教育庁 学 校教育局義務教育課 曽我部 主幹殿

生涯学習推進局生涯学習課 前  日 主幹殿

北海道に夜間中学をつ くる会 共 同代表

札幌遠友塾 自主夜間中学   代 表

工藤 慶
一

夜間中学につき、いつもご配慮をいただきありがとうございます。

昨年の 11月 27日 づけで北海道知事政策部よりご提示いただいた、夜間中学

の要望項 目別窓 日文をもとに、今後具体的な問題の話 し合いを始めさせていた

だきたいのです。

できるだけ早い時期に、ご都合のつ く場所 と時間をお知 らせいただければ幸

いに存 じます。可能ならば、学校教育局 と生涯学習推進局合同で設定 していた

だければと思います。

尚、私の携帯電話番号は 090-8271-4316で す。

ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。
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(写) 陳情第14号

義務教育を受 ける機会が実質的に得 られていない人たちへの

修学保 障を求 める陳情

喜震|:唇ii暑;;暑岳霊  文教委員会

提出者

札幌市豊平区西岡 5条 13丁 目7-5

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表者 代 表 工 藤 慶 一

北海道 に夜間中学をつ くる会

代表者 共 同代表 工 藤 慶 一

(要 旨 )

1 札 幌遠友塾 自主夜 間中学に対す る学校教室の提供 と財政的支援 を求めます。

2 北 海道にお けるセンター校の役割 を担 う公立中学校夜聞学級 を札幌市に設置す る

ことを求 めます。

(理 由 )

1 礼 幌遠友塾には、戦争、貧困、病気な ど学齢期 に修学す ることのできなかった中

高年齢者、中国帰国者 な どが学びの気持 ちをもつて、集い来てお ります。

札幌遠友塾は 1990年に開講 し、これまでに 253名 の卒業生を送 り出 しま した。本

年度 も、85名 が受講 してお り、受講生は増 えてお り減少す ることはあ りません。

これ ら学びの気持 ちを強 く持 ちつづけてきた人たちが、基礎的、基本的な学力、

読む、書 く、話す、聞 く、計算す る学力 を育 くむ 「学びの場」を安心 して持つ こと

ができるよ う学校教室の提供 と財政 的文援 を求めます。

2 国 勢調査 (2000年 10月 )で は、義務教育 を受ける機会が実質的に得 られていな  |

い人たちが、北海道は、大阪府 についで 2番 目に多い とい う結果で した。 しか し、

こ うした人たちを受 け入れ る公立中学校夜問学級は、北海道には一校 もあ りません。

(ちなみに、大阪府では 11校 も設置 されています。)学 ぶ場 を保障す るため、札幌

市 に設置す るよ う求 めます。

また、広い北海道の特殊性か ら、今後各地で 自主夜間中学校 の開設が予想 されま

す。その際、指導助言できるよ う、上記の公立中学校夜間学級 に北海道 におけるセ

ンター校 の役割機能 を持たせ ることを求めます。



平成 20年 1月 23日 、札幌市議会文教委員会の書議要旨

札幌市議会文教委員会は午後1時から開かれ、「北海道に夜間中学をつくる会」および

「札幌遠友塾自主夜間中学」の「義務教育を受ける機会が実質的に得られていない人た

ちへの修学保障を求める陳情」は、陳情第 14号 として審議されました。

文教委員会は、①札幌遠友塾に対する学校教室の提供と財政支援□北海道における

センター枝の役書Jを担う公立中学校夜間学級設置を求める陳晴について、陳情者の陳述

と質問、その後の審議を行いました。

違友塾の受講生やOB、スタッフら、「つくる会」会員など、36人が傍聴しました。最初に、
工藤代表が委員会に提出した各種資料をもとに隙情内容を説明しました。陳述時間は3
～5分と言われていましたが、10分を超える熱弁となり、委員の方たちも真事に聴いてくれま

した。

陳述の要点は以下の通りです。

昨年5月、札幌市長および札幌市教育委員会に提出した「5項目の要望」と、札幌市
議会平成 19年第2回定例会での小倉市議(市民ネットワーク)、第4回定例会での国安

市議(公明党)の代表質問とその理事者側答弁にもとづt てヽ、工藤代表は陳述を行いまし
た。
・18年 目になる遠友塾は1学年月8後時授業で、中学1年のなかば程度の学習を目指し
253人 の卒業生を送り出してきた。今年度も85人 が在籍、73人 のスタッフで運営してい
る。来年度の受講希望者がすでに15人 おり、これからも受講者が増えていくのは明らか。
・週1回(2検時)の授業に対し、受毒生から社会科など時間数や教科を増やしてほしい、
ゆつくり学びたい、との要望があがつている。一方、北九州市城南中学校夜間学級教室
(自主夜間中学)は、毎日月45校 時、12教科の授業を行つている。遠友塾においても、
そのように毎日の授業を行うとすれば、現在の半額減免の市助成があつても、700万 円の

詣経費が必要となる。
・パソコンやビアノなどを使つた音楽、料理、理科実験などもやりたいが、学抜教宣を使わな
ければ不可能なことである。
=中国からの帰国者などが増えており、日本語学級が必要になつているが、現状では望めな

い 。

・2000年 の国努調査による未就学者は、北海道で9,600人、札幌市で1,500人である。
中学を卒業していない人や中国帰国者を加えると、全道に10万人を超す義務教育未修
学者がt るヽと予想される。また、国勢調査未就学者は、札幌以外の北海道の地域に多
いことがわかる。
・ちなみに、北九州市教委では民間との共同事業(城南中学校夜間学級)で学校を使い

過5日の授業を行つている。在籍25人で、年間150万円の補助を受けている。その上で、
公立夜間中学の設置を要求している。

以上の点から、札幌通友塾において、受講生の要望に応え、授業時間を増やすことは、

学校教室の使用と札幌市の財政支援がなければできない。さらに、札幌市に公立夜間中

学の設置検討委員会を設けるよう要望しました。また、札幌市と同じ政令都市で、自主夜

間中学の共同事業を行つている北九州市や、来年度、公立夜間中学を開設させる千葉

市、新たな試みとして不登検生徒と義務教育未修了者を一緒に授業している京都市立

郁文中学校、昼間の学校で義務教育未修了者を受け入れて同山市のシニアスクールなど

を現地調査するため予算措置を講じてもらいたい、と訴えました。



このあと、工藤代表は長谷川委員(民主党・市民連合)からの受講生の年齢構成や修
学できなかつた原因・理由、遠友塾の収支決算からスタッフの手当、教材 =教具どの利用状
況などにつt てヽ、資間に答え陳述を終えました。

つづいて、文教委員と理事者側との警議が行われました。
長谷川委員は「この問題は要望があったから対応するというものではない。教育の機会均

等の立場から市教委が主体的に考えるべきもの。市教委の基本スタンスを聞きたい」。また、
公立夜間中学の設置について、「陳述者から、全国夜間中学の状況について説明があつた。
地域独 自の運営がなされてt るヽようだ。公立が必要なのか、生渥教育の中でやるのが望ま
しいのか、1年かけてじつくり調査し、札幌市に合つた運営方式、取り組みを検討すべきでは
ないか。まず、遠やかに現地調査をしてもらいたい」。

札幌遠友塾に対する学校施設の提供につ↓ヽて、「教室がなく、教材置き場にも困つてい
るという。要望の地下鉄大通り駅から4つの駅範囲という地理的条件にあえば、1教室でも
2教 室でも提供できないか。真剣な学びの姿に応えていぐこは、最低限の固定した学習の
場所が必要だ。そのことを柔軟に幅広く考えてもらいたい」と質す一方で、市教委に遠友塾
の見学をヨ食く求めました。
加藤生涯学習部長は、さまざまの学びの要望に応える達友塾の活動を重く受け止めてい

るとし、「こうした学習意欲にどう応えられるか、具体的に何ができるか積極的に検討してt きヽ
たい」。

公立夜間中学の他市の調査について、西村学校教育部長は、「すでに調査票を配布し
ての調査を進めており、聞き取りも行う中で、実態調査を踏まえ札幌市としてのあり方を検
言寸していきたい」。

加藤生涯学習部長は「お年寄りが通いやすい大通り駅から4駅 以内との要望だ。その範
囲で教室利用は現状では難しく、まとまった数は無理だが、相談しながら要望に応えられる
ようにしたい」と答えました。

長谷川委員は9月 開校の大通高校が、不登検や中途退学者、事情のある人たちを受
け入れるコンセブトを持つた学校であることから、「その延長線で、学ぴたい市民に機会を与
えるものにできないか」と再質問。

西村学校教育部長は「課題の1つとして、具体化を検討したい。遠友聖と具体化に向け
た話し合いをしていきたい。」と答えました。

つづいて宗形委員(自民党)が質問。

札幌遠友聖の活動に奥岡教育長の感想を求めた。つぎに、社会教育と学校教育の区
別を市教委に資した。

奥岡教育長は、「それぞれの事情で、戦争が一番であると説明されたが、過去に十分に
学ぷことができない人たちに、学びの場を提供し、夢や希望をかなえている。19年 もの本当
に吉労した団体の活動は、貴重なものであり、深く敬意を表する。」と感想を述ぺました。

西村学校教育部長は、学校教育とは包格的に、組織的、体系的なカリキュラムをもち、
計画的に実施される教育である。公立夜間中学は学校教育である。それ以外は、社会教
育として知識と教養を求め、幅広く自由な枠内での自主夜間中学は社会教育の範囲と考
える、との見解を述べました。

宗形委員は、札幌市における未就学者の実態数字を把握すべきでは。センター校の役
害1をもつ公立夜間中学校の設置について、道教委の見解はいかがか。中国帰国子女の日
本語を学ぷ場は、遠友塾以外にないのか、など三点の質問をしました。
西村学校教育部長は最初の質問に、未就学者の人数を調査した資料は存在していな

い。15歳 以上の実態調査はプライパシーの問題もあり、膨大な事務作業量を必要とする。



二番 目の質問に、道教委は設置主体の市町村が設置を層け出た場合、指導助言や教

員配置など財政措置をするとの見解を示している。二番 目の質問に、帰国子女らが学ぷ

手立てについては厚労省の所管であり、北海道中国帰国者支援・交流センターが対応し

ていることなどを述べました。

宗形委員は遠友塾に対する財政支援として、昨年暮れに成立した「市民まちづくり活動

促進条例」にある基金などを援用できないかを質しました。

加藤生涯学習部長は、「条例の対象と考えるが、市民まちづくり活動推進室と緊密に連

絡をとり、情報提供をできるようにしていく」との姿勢を示しました。

宗形委員は、憲法第 26条 にもとづく教育の場の提供として、大通高校の教室提供を要

望して質問を終えました。

高橋委員(公明党)の質問。

生涯学習から、遠友塾に支援できないのか。違友塾の活動への市教委としての評価を

求めるとともに、「ポランティアにお願いしていいのか、本来、行政がかかわるべきものではない

か」とし、「大通高校はキーワードだ。平成 22年 度に新校舎ができたあかつきには、活動の

場として提供できないのか。定期的に使えるようお願いしたい」と質しました。

西村学校教育部長は、「本L幌大通高校は不登検、中途退学者、帰国子女など開か

れた学校作りがコンセブトであり、学校運営に支障のないかぎり、教室利用を検討して行き
たい」と答えました。

また、高橋委員は、「公立夜間中学校設置へ向けた調査をしつかり進めてほしい。陳述

者から検討委員会設置をとの提言があつたが、総務部を含め横断的な組織をぜひ考えて

もらいたい。自分に責任がなく学べなかつた人の、中学卒業証書への思いも汲んでほしい」と

質問しました。

奥岡教育長は、「教育委員会としても、学びの場の提供に施設整備を含め、真学に受

け止め、検討していきたい。検討委員会の設置については、教育委員会の中で一体となつ

て取り組んで行く。まずは調査を進めて行き、できれば公立中学校についても考えていきな
がら、現地調査を早めるにはどういう形がいいか検討したい。」と答えました。

村上委員(共産党)の質問。

遠友塾に対するこれまでの支援の経過を質問。

加藤生涯学習部長は、平成3年 に旧市民会館での4教 室の確保。市民会館の老朽

化にともない、平成 15年 に、統合した豊水小学校、中央勤労者会館の提供、平成 18年

に、代替施設として教育文化会館の紹介、平成 19年 に使用料の半額減免措置などをあ

げました。

村上委員は学ぴたい人たちは高齢者が多いことから「可能な支援を急ぐことが必要と思う。
調査がなされず実態が把握できないのであれば、(遠友塾など)市民にしつかり知らせていく
べきだ」と,旨摘しました。

佐藤委員(市民ネットワーク北海道)もあらためて市教委の姿勢をただし、他市の現地調
査など前向きの取り組みを求めました。(質問や答弁は三複するので省略します)。

最後に宮本委員(自民維新)が質問しました。

注i この文章は、丸山さんが傍聴記録をとり、それを飯塚が録音テープとつき合わせ加

害LttT正し要旨にまとめております。テーブでの聞き取りづらい箇所がいくつかあり、誤
り、抜けがあるかもしれないことをおことわりします。



(別紙)

平成 20年 (2008年)5月 15日

札幌市教育委員会生涯学習部

「札幌遠友塾 自主夜間中学Jか らの要望 (会場提供)に 対す る状況調査について

1 要 望の主な内容

(1)地 下鉄大通駅を基点 として4駅 の範囲で、駅か ら近い場所

(2)学 校の空き教室又は廃校 となった建物

(3)部 屋教 4室 以上 (部屋数を確保できない場合は使用方法を工夫する。)

(4)授 業に使 う物品の置き場所の確保

(5)高 齢者、障がい者 も使用 しやすい施設

2 調 査の考え方

(1)学 校の保有教室の現状 諸 室の配置状況

(2)今 後の児童生徒数及び学級数の推計

(3)現 在未整備の施設等 (例 |ミニ児童会館、心の教室)へ の転用予定

3 平 成 19年度調査 した学校

別表のとお り

4 調 査の結果

調査 した 19校 において、外部の団体が専用 (転用)す ることが可能な、いわゅる空
き教室はなかった。



(別表)

札幌遠友塾自主夜間中学からの要望を受けて調査した学校

【小`中学校】

区    最 寄地下鉄駅      学 校名

1 中央区   バ スセンター前  1  中 央小学校

2 円山公園   1  円 山小学校

3 すすきの   十   資 生館小学校

4 西28丁 目 向陵中学校

5 北区  1    北 12条 北九条小学校

6 1   北 19条 幌北小学校

7 北 24条 自楊小学校

3 十   北 18条
   1  北

辰中学校

9 東 区 東区役所前 北光小学校

10 白石区 i    白 石 東札幌小学校

1 1 白石    1  日 章中学校

12 豊平区 1   学 園前      豊 平小学校

13 東札幌 東園小学校

14 1   中 の島 中の島小学校

●
） 豊平公園      み どり小学校

へ０ 豊平公園      八 条中学校

7ヽ 中の島      中 の島中学校

注)地下鉄大通駅を基点として4訳の範囲、

かつ、各駅から直線距離で500m以内の学校を対象とした。

【高等学校】

区    最 寄地下鉄駅      学 校名

1 中央区   豊 水すすきの    星 園高等学校

2 西門 丁目     大 通高等学校



北海道に夜間中学をつくる会
空き教窒提供の要望に対し札幌市教委が正式回答

20080515 記 述 丸 山

(補足 飯 塚)
【活動概要】

「つくる会Jの 空き教室提供要望に対し、札幌市教委が事務サイ ドの打ち合わ
せとして3月 28日 に調査の結果説明を行なったのに続いて、遠友塾受講生を含
めた公開の場で加藤生涯学習部長名での正式回答を行なった。しかし、「市中心
部の 19校 を調査したが、専用の空き教室はなかった」と、事務サイ ドでの説明
を繰り返しただけで何ら進展はなかった。

【出席者】
「つくる会」会員、遠友塾受講生 ・oB、 同スタンフら35人 。
市教委側は、岩井 生 涯学習推進課長ら3人。

【まとめ】
メール添付したものを転記する (別稿)。

学校教室の使用に関する市教委からの正式回答と説明のまとめ

「北海道に夜間中学をつ くる会Jと 「札幌遠友塾 自主夜間中学」が本L幌市教育委員会
に求めていた、 「学校の空き教室を使わせてほ しいJと の要望に対する正式回答が 5
月 15日 (木)午 後 6時 、市教委会議室で行なわれま した。つくる会事務局、遠友塾
受講生やスタッフなど 35人 が出席 しました。市教委からは岩井生涯学習推進課長、
同課の中主査 と伊藤社会教育担当係長の 3人 が出席 しま した。

はじめに岩井課長が、窓 日だった木村推進係長が具動にな り中主査が引き継いだこ
と、正式回答 (別紙①)は 加藤生lE学習部長名で出しているが、本 田部長は他の公務
で欠席する旨を述べま した

続いて配布資料をもとに、 「つ くる会Jな どが要望 した高齢者や障がい者が使いや
すい場所などの 5項 目の条件 (別紙②)に 合 う、空き教室の調査結果を説明。地下鉄
大通駅か ら4駅 以内で、その各駅を中心 とする 500メ ー トルの範囲の 19校 (局U紙③)
を調査 したが、その結果は、希望条件に合 う学校が一校 もなかった と説明されました。

調査は、保有教室の現状や諸室の配置状況、今後の児童生徒数お よび学級数の推計、
現在未整備の施設など、 「ミニ児童会館Jや 「フトの教室」への転用の予定などを考え
方 とし (別紙②)、 学校長や管理者 (教頭)か ら聞き取 りをした。

岩井課長は、一般的な学校の見取 り図を黒板 に書いて、 1教 室の狭 さ(約8メ ー ト
ル X8メ ー トル)ではスタッフを含 めた今のよ うな授業は難 しい、特別教室は広いが
理科の実験器材や家庭科の調理用具などが場所を占めてお り、思 うような使い方が出



来るかどうか、一般教室 も児童生徒の持ち物が置いてあ り、管理上の難 しさがある、

と使用に関 して悲観的な見方を示 しました。

そ して、空き教室の使用には交通の便がやや悪 くなった としても、もっと範囲を広

げるのはどうか。また、専用的 とい うのではなく教育文化会館をベースにし、て、学

校利用を夜間とか土 日のみに限定 して借 り、体験学習的に使ってみるなどの方法 もあ

るのではないか。そ うした要望での調査や学校への仲介などの協力は、市教委 として

い とわない との考えを述べま した。

この回答 と説明に工藤代表は、教育を受ける権利は憲法 26条 で保障されているも

のであ り、遠友塾は民間だがそれを担ってきたと自負 している。1月 の市議会文教委

員会で教育長は敬意を表するとの発言をし、私たちの要望に前向きに検討 して行きた

い と答えている。なのに、使 える教室は 1校 もなかった との回答だ。

私たちは当初から、できるところか ら相談 させていただきたいと申し入れているので

あり、先の課長 さんの発言 と重なるが、どこか週 1回 でも使わせてくれないかと要望

している。学校教育に支障の無い限 り社会教育に開放するとい うことだが、遠友塾は

学校教育に支障があるとい うことなのか。ヤ`ったい学校教室の使用に関して、最大の

障害、問題はどこにあるのか教えてほしい、 と質 しま した。

遠友塾の井上事務局長は、現行の授業の継統を第
一に考えているため、4教 室の要望

も述べた。気になるのは、調査はこうした遠友塾の思いを伝えた上での学校長への聞

き取 りだったのかどうか。そ して学校側の反応はどうだったのかを聞きたい、と質 し

ま した。

これ らの疑間に岩井課長は、遠友塾が学校教育の支障だとい うことではなく、学校施

設上の余裕が無いことや管理上の問題であると答えました。また、学校を使つて勉強

したいとのことか ら、現状の水曜 日に4教 室を使 うや り方を、そのままスライ ドす る

とい うことで調査をしたわけではない。
一般的な空き教室調査 としたため今回のよう

な結果 となつた。従って相手が迷惑がった とか、そ うい う反応は調べていない。ただ

前の担当か らは、遠友塾の話をした ところもあると聞いている、 と答 えま した。
工藤代表は、望んでいるのは余裕があるなしにかかわらず、週 1回 どこかの学校で

夜教室を借 りて勉強 したいとい うことである。週 1回 1教 室だけでも利用 したい。そ
のためには、校長や教職員の同意が必要だろう。市教委にばか り任せるのではなく私

たちも動 く。一緒にお願いに行 くことも検討 していただけないか。細かい問題はたく

さん出て くるだろうが、
一つひ とつハー ドルを乗 り越 えて行 きたい。協力をお願い し

たい、 と要請 しました。

井上さんも3者 で話 しを進めることの約束を念押 ししました。

続いて受講生やスタンフか らの質疑応答が行なわれました。以下の通 りです。

◇スタッフの自倉 さん

昨年 5月 に上田市長は 「遠友塾はすばらしい活動だ」と話 され、希望を持つてきた。
一生懸命に努力 してくれていると思っていた。どこか教室を見つけてもらえると思っ

ていた。今でも思っている。遠友塾の見学に見えられたが、みんな熱心に学んでいる

姿をみて、どうい う感想 をもつたかをお聞きしたい。



私は 5月 9日 の道新 「いずみ」欄 (夜間中学を 80歳 で卒業 した男性の話。別紙④)
を涙なくして読む ことはできなかった。 これが北海道の現状だ。 (そして 「いずみJ
を朗読)。 こうした現実に行政 として応 える責任はないのか。
問題 を一

緒に考えて行きたい思いなのに、だんだん後退 して行っている感 じだ。市教
委は一

番大事な教育を担っている立場で しょう。どうすれば一
緒になって願いが実現

できるのか、その方法を教えてほ しい。
星園高校跡な ら受けやすい との話だったので、私たちは地下鉄駅か らの通学路 も調べ

た。学校へ道は明るくて期待をかけていたのに、それ も無 くなった。担当者が代わっ
た としても、行政は継続性 をもってやってほしい。

◇スタッフの泉 さん

調査で 「専用」と言つている意味がわか らない。教室は朝から夜までずっと使われ
ているとい うことか。空いている時間はないのか。年間を通 じて専用するには空きが
ないことは分かったが、水曜 日に 1回 とかの具体的提案はできないのか。夕方 4時 か
ら6時 頃はどうなのか、放課後は子供たちも帰つているだろう。夜はどうなのか、具
体的に使い方がイメージできる情報を伝えてほ しい。

星園高校の場合、定時制単独の校舎なので夜は空いている。高校は小中学校 よりも
障害は少ないだろ う。夜はずっと空いているはずで、先の協議の際、借 りるとすれば
ここを、とい うサインをそちら側が投げかけてきた と感 じていた。回答を聞くとなに
もなく、はぐらされた感 じだ。 どうなっているのか答えてほしい。

教室が狭いとかは要望 と別のこと。使い方はこちらで考えることであ り、貸 しても
らえるか どうなのかが問題なのだ。校長の了承 さえ得れば、教育委員会 として支障が
ないことなのか。

旭川でも遠友塾が開校 した。26人 が学んでお り最高齢は 87歳 だ。回答が 10カ 月も
投げ られて しまったが、受講生には急 を要することであ り、緊急性のある問題だ と認
識 してほしい

◇スタンフの境 さん

市教委の方は遠友塾を見学にこられて分かっていると思 うが、黒板 (緑板)と 違っ
てピカ ピカ と見づ らいホワイ トボー ドを使っている。もつと受講生たちの希望に応 え
るべきではないか。また調査 も遠友塾の名を出して、活動を理解 してもらった上です
べきだ。市議会への陳情では全会派が要望を支持 して くれた。市教委はもつと積極性
をもってこの要望にあたっては しい。

◇スタッフ富日さん

確認だが、市長にはこうした条件を報告 しているのか。これは皆 さん方 (行政)の
条件であるとの認識がまず必要だ。市長にはきちんと協議の経緯や回答内容を伝える
べきだ。そ うしない と市長の姿勢が関われ ることになる。

以上のことに対する岩井課長の回答、説明は以下の通 りです (回答 していないことも
あ ります)。

▽遠友塾の見学については、市民会館の閉鎖にかかわ り2年 前に私 も見学 している。



この 3月 に当時の担当係長が、今年度は異動があつたので、先 日5人 はど見学をさせ

てもらつた。今回、回答の直前 となつたのは、スタッフが忙 しい入学式を避 けたため

だ。

受講生の思いは、市民会館が閉鎖になる時、代わ りの場所を確保 してほしい との

はがきをた くさん頂いてお り、共感 している。その熱意に応えるため、 「ちえ りあ」

と教育文化会館を紹介 した。交通の便か ら教育文化会館を選ばれたが、教文はできる

だけ多 くの団体に使つてもらうのが趣 旨だが、遠友塾が教室 として使 えるよう話 しを

進めた。

個人的思いで言えば、叔母が農家で兄弟が多 く小学校に通えなかつた。読み書き

ができないため大変苦労 したのを身近に見てお り、新聞を読まれた思い と同 じ思いで

いる。ただ、仕事 となればなかなか思い通 りいかないこともあるが。 (叔母のことを

語る際、涙声になった)

▽教室を貸す貸 さないは、それぞれケースについて学校長が一つ一つ判断することだ。

その場合、法的なことは校長 も知っていることなので、校長裁量で貸す判断をしたの

な ら、一般論 として問題はない と思 う。教育委員会がその判断に横槍を入れることは

ない。

▽調査の仕方などについては今回意見を伺つたので、今後調査に回る時にはそのよう

に (遠友塾の活動を理解 してもらうこと)し たい。担当は遠友塾が開校 した旭川へも

行つて調べているし、本州の夜間中学の調査にも行 く (学校の教室を使 っている北九

州市の城南中を予定)。 視察か ら戻つた ら連絡 し報告をする。

▽星園高校跡については、2年 後には所管が移る。どう利用するかは市全体の問題 と

して扱われる。使いたい とい う要望があることについては、担当セクションにあげて

ある。

▽教育長にはこうい う場でこうい う説明をするとの報告はしているが、市長には場を

セ ッ トしたことしか報告 していない。 この条件について承知 しているとは思 うが。

最後に受講生の条山玉枝 さん と伊藤フサ子 さんが、学校に通えず読み書きできなか

ったことでのこれまでの吉労を話 しま した。遠友塾 とめぐり合つて学ぶことができた

喜び、学校の門をくぐって勉強するのが夢であること (作文に書いた内容です)を 涙

なが らに語 り (作文に書いた内容です)ま した。出川允子 さんも農家で満足に勉強で

きず、いま遠友塾で楽 しく学び直 していることを述べ、市教委へ支援を訴えま した。
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札幌市教育委員会

生 涯 学 習 部 長  加 藤 保

平成 20年度における学校教室の試行使用について

日頃か ら、札幌市の教育行政に御協力を賜 り心か らお礼申し上げます。

さて、今年 5月 に提案 させていただいた平成 20年 度における夏休み期間の学校教室の試

行使用について、下記 1の 3校 をその候補校 として提案いたしますので、検討方よろしくお

願いいた します。

また、その他お問い合わせのあ りました件につきましては、下記 2～ 4の とお りでござい

ますので御了解願います。

記

1 平 成 20年 度夏休みの試行使用候補校について
・ 資 生館小学校 (中央区南 3条 西 7丁 目)
。 自 楊小学校 (北区北 24条 西 7丁 目)
・ 向 陵中学校 (中央区北 4条 西 28丁 目)

※ 各校の使用に関する要件は別表のとお り。

2 平 成 21年 度以降の星国高等学校及び大通高等学校の見通 しについて

(1)星 園高等学校

星園高校では、ホームルーム教室を昼間 夜 間で共用 しています。現在 2教 室あ

る余裕教室 も選択科 目や進度別授業展開により使用 しています。
・ 平 成 21年 度には余裕教室が 4教 室になると見込まれますが、これ らも選択科 目や

進度別授業展開による使用、あるいは昼間 '夜 間のホームルーム教室の専用化など

使用が予定 されています。

(2)大 通高等学校 (現校舎)

大通高校では、 3部 制 ・単位制により幅広い分野の授業を展開 してお り、授業ご

とに教室を使用 しています。

平成 20年 度は開設年度 とい うこともあ り、効率的な教室の使用方法を構築 してい

る段階にあることか ら、外部の方に御利用いただける状況にはありません。

現在の校合における教室の稼働率は、平成 21年度には、最大になることか ら、午

前 年 後 ・夜間全ての時間常において教室の余裕が全 くなくな ります。

以上のことは学校教育上の問題であ り、申し入れが誰からであつても事情は同じです

ので、御理角年をお願いいた しますD

他都市の自主夜間中学の状況について

別添資料の とお り

学校の使用に関す る規定について

別添資料の とお り

号

日

様

【担当i生渥学習推進課 士 査 (調整)中  L2113872】
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北九州市 夜 間学級について

1 経 緯

平成 6年  5月  青 春学校開校 (穴生公民館 。毎週木曜日)

平成 10年  5月  よ みかき教室 ・城野 (城野公民館 ・毎週金曜)

平成 12年  3月  市 議会へ陳情書提出

陳情第 163号 公立夜間中学校の設置等について
〃

平成 13年

平成 14年

平成 15年

ソ′

平成 16年

平成 17年

平成 18年

平成 19年

ブ′

5月  市 議会で日頭陳情

9月 市 議会へ陳情書提出

陳情第 29号  中 学校教室の夜間利用について

11月 市 議会で日頭陳情

5月  城 南 ・穴生中学校の月 1回 の使用を許可

1月 城 南中学校の使用を許可し、公民館と合わせ週 2日実施

11月 穴 生中学校の使用を許可 し、公民館と合わせ週 2日実施

4月  城 南 ・穴生中学校を使用許可 し、公民館と合わせ週3日

実施

4月  夜 問学級運営費補助事業開始 (週5日実施)

9月  議 会陳情 (専任教諭の配置と公立夜間中学校の早期韻 に

ついて)

12月 市 に要望書と署名を提出

7月  夜 問学級運営費補助金を、1校あたり100万 円か ら150万

円に増額

12月 市 に要望書と署名を提出

。
ｊヽ

希

き

る

る

で

咋封弁如申

麟

／
ｔ

ヽ

▼

2 課 題

▼ 夜間中学校と夜間学級の違い

夜間中学校 夜間学級

設置者 北九州市 各夜間学級運営委員会

市の設置義務 な し な し

修業年限 4年 (教育課程の編成による) な し

設置にあたって

の規制等
県費教員の定数を確保すること な し

入学資格 学齢を超過した義務教育未修了者
十分に義務教育を受けられな

かった学齢超過者

pl



※学齢超過の方についても、通常の中学校に就学することを基本と考えている。

▼ 夜 間学級運営費補助事業は、5年 間のサンセット事業であり、平成 22年 度以

降については、事業の評価 ,検証をしたうえで、事業を継続するかどうかを決

定することとなっている。

p 2



i

学校 (園)長 が許可できる目的外使用取扱要綱

教育委員会が所管する学校施設 (高等専門学校を除く。以下同じ。)を 目的外使用させる場合に

おいて,学 校 (園)長 が当該学校施設を直接使用許可できる場合の取扱いについては1 ほかに定め

があるもののほか、 この要綱によるものとする。

(許可できる範囲)
1 次 の各号に該当し、 か つ 使 用期間が連続して3日 を超えないものの計可についてはi当 該学

校施設の学校 (園)長 が許可できるものとする。

(l)PTA等 の行事 0巳童生徒の教育活動を支援するための活動を除く。)で 次に該当するとき

ア バ ザー1友 愛セールでの使用
イ 協 議会1連 合会の大会での側瑠
ウ PTA主 催の地域住民等一般人を合む者を対象とした演劇鑑賞会,講 演会等の開催での使

用
工 PTAの 会員のみで簡成する文化 体 育サークル等のレクリニーション活動での使用

0 同 窓会の行事での使用
0 校 下に所在する町内会等の行事等で次に該当するとき

ア 盆 踊り 気 祭の線習 は人からの支援を受けている団体を除く),運 動会等の行事での

向弓
イ 地 区集会所がない地区の町内会役員会や会合での使用
ウ ス ポーツ少年団の練習での使用

化)市 内に所在する児童生徒を対象としたスポーッ大会 文化発表会の会場としての角昭 (中体

文畠 高体文連を除く)

2 第 1項に該当する場合であっても,札 幌市教育委員会学校軸 規則 (昭和27年教育委員会規

則第8号)第 2条第2項に該当する場合については 学 校 (園)長 は使用を許可をすることがで

きない。

使用粉
3 学 校 (園)長 が許可できる場合の目的郷剣昭に係る使用料については 全 額これを免除する。

(カロ,事ネ斗)
4 学 校 (園)長 が許可できる場合の目的外使用に係る加算料については,全 額これを免除する。

(使用許可申請及び許D
5 学 校 (園)長 が使用許可するときは1使 用許可を受けようとする者から原則として使用する日

の5日前までに校舎等目的射到町許可申請書兼許可書 (様式1)に より申請を受け、使用許可す

ることが適当であると認めたときは,1交合等目的夕H知司許可申請書兼許可書の写しに学校長の職

印を押印したものを使用者に交付する。

(使用許可状況報旬
6 学 校 (園)長 は1年 1回1学 校 (園)長 が側剰許可した内容について 「学校 (園)長 が許可し

た校舎等目的外使用状況報告書J 備 式 2)を 作成し 翌 年度の4月末日までに教育委員会に提

出しなければならない。

9箕用許可の取消し)
7 教 育委員会は1学 校 (園)長 が許可した又は許可しようとする内容が適当でないと認めたとき

は1そ の許可を取消し又は許可しないこととすることができる。

3あ調
8 学 校 (園)長 は こ の要綱に疑義を生じたときは,教 育委員会と協議するものとする。



9 (こ 縁撃為に定めのなヽヽことにつ↓`て1す 教 育委員会がこ才■を定める。

附 則

ら
の岳翻稲薔 慾樋昏陥 鏑鼎郷男4響硬透載老前あ協覆響
る。
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昭和27年12月8日

教育委員会規則第3号

O札 幌市教育委員会学校等使用規則

(目的)
第1条 こ の規則は、地方自治法 (昭和22年法律第67号)第238条の4第4項の規定に基いて、学校その

他教育委員会 (以下 「委員会」という。)が指定する行政財産 (以下 「学校等」という。)を、その用
途又は目的を妨げない隈度において使用させることについて必要な事項を定めることを目的とす
る。ただ し、社会教育の普及を図ることを目的として行う学校施設の使用については、別に定め
る。
(使用の許可)

第2条 委 員会は、その使用が次の各号の一に該当 し、かつ当該学校等の用途又は目的を妨げないと

認めたときは、学校等の使用を許可することができる。
(1)社 会教育を目的とした集会を行 うとき
(2)公 衆の利便 を図るための活動を行 うとき
(3)そ の他委員会が公益上適当と認めるとき

2 委 員会は、その使用が前項の規定に適合する場合であつても、次の各号の一に該当する場合は、
使用を許可することができない。
(1)風 紀に害があると認められるとき
(2)興 行その他私的営利を目的とし又はそのおそれがあると認められるとき
(3)特 定の政党その他の政治団体又はその構成員が政治活動のために使用するとき。ただし、公
職選挙法 (昭和25年法律第100号)に基づく選書のために使用する場合を除 く。

(4)宗 教的祭品Eを行 うとき
(5)学 校の施設又は備品をき損するおそれがあると認められる設備をなすとき
(6)そ の他委員会において支障があると認められるとき
(使用許可申請害>

第3条 学 校等の使用許可を受けようとする者は、使用前5日までに、使用許可申請書 (鐘査 1)を委員
会に提出 しなければならない。
(使用許可書)

第4条 学 校等の使用許可は、使用許可書 (盤式2)を、前条の申請害を提出 した者に交付することによ
りこれ を行 う。

2 委 員会は必要があると認めるときは、前項の使用許可申請書にそえて使用の内容方法について説
明書 を提出させ ることができる。
(許可書等の提示)

第5条 前 条の規定により使用の許可を受けた者 (以下 「使用者」という。)は、学校等を使用すると
きは、前条の許可書及び                         に よる使用料を納
付 したことを証する領収証を、当該学校等の管理職員に提示 しなければならない。
(禁止行為)

第6条 使 用者は、その使用期間中、当該学校等の管理職員の指示に従い、かつ次の各号に掲げる行
為をしてはな らない。
(1)秩 序 を乱 じ公益を害するおそれがある行為
(2)当 該学校等の用途又は目的を妨げる行為
(3)当 該学校等 をき損するおそれがある行為
(4)使 用許可申請書の内容と異なる行為
(5)学 校等の管理上、その都度委員会が資止することを必要と認める行為
(譲渡、転貸の禁止)

第7条 使 用者は、その使用する権利を譲渡 し又は当該学校等を転貸 してはならない。
(使用許可の取消及び使用停止)

算8条 使 用者が室上条又は前条の規定に違反 したときは、委員会は、使用の許可を取 り消し、又は使
用の停止 を命ずることができる。この場合、使用者が損害をこうむることがあつても、委員会はそ
の責を負わない。

2 前 項に規定す るもののほか、公益上委員会が必要 と認めるときは、使用の許可を取 り消し、又は
使用の停止 を命ずることができる。
(原状回復の義務)

第9条 使 用者が学校等の使用を終えたとき又は使用の許可を取 り消され、若 しくは使用の停止を命
ぜ られたときは、直ちに管理職員の指示に従つて清掃整娘 し、特別の設備 をな し又は変更を加えた
ものは、これ を原状に回復 して返還 しなけれ まならない。
(原状回復の義務)

第9条の2 使 用者が学校等の使用を終つたとき又は使用の許可を取消され若 しくは使用を停止された
ときは、直ちに管理職員の指示に従つて清掃整頓 じ 特 別の設備をな し又は変更を加えたものは、
これを原状に回復 して返還 じなければならない。
(損害賠償の義務)

第10条 使 用者は、使用期間中に当該学校等が算三者によつてき損又は滅失されたときは、不可抗力

によるものの外、その損害を賠償 しなければならない。
附 則

2003/06/27http://wvAvw city sapporojp/reiki/reik honbun/a0020714001 htrni
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この規則は、公布の 日か ら施行 し、昭和27年"月 1日から適用する。

附 則 (昭和28年 (教)規則第7号)附  Bl(昭 和50年 (教)規即1第12号)省略

附 則 (平成6年 (教)規則l第9号)
この規則は、平成6年10月1日から施行する。

様式1

使用許可申請害

1 使 用場所

2 使 用期間

3 使 用 目的

4 入 場予定人員

5 特 別な設備の程度

6 そ の他参考事項

上記のとおり使用 したいので許可願います。

年  月   日

職業氏名

住所

|ロ

札幌市教育委員会殿

上記の使用により    に 支障ありません。

年  月   日

様式2

管理職員  印

第       号

年  月   日

殿

札幌市教育委員会 印

使用許可室

年  月   日 申請の行政財産使用について、下記のとお り許可 します。

記

1 使 用場所

2 使 用期間

3 使 用 目的



札幌市教育委員会学校等使用規則

4 入 場予定人員

5 特 別な設備の程度

備考

1 使 用については、札幌市教育委員会学校等使用規則 (昭和27年教育委員会規則第3号)を守るこ

と。

2 使 用料は、別紙納入通知書により使用期 日前に納付すること。

3 使 用の際は、この許可書及び前号による使用料納付のとき交付される領収証を管理職員に提示
すること。

4 使 用の準備その他清掃整頓等については管理職員の指示に従 うこと。

3/3ペ ージ
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票
。夫

は
（　
的
だ
「
拘
回
の
■
こ
は
ん
」
つ

近
藤
さ
ん
の
学
歴
を
「高
卒
」
と

・余
白
に
い
と
つ
督
い
た
「

「出

碑

な
双

鉄

難

藻

中

慌

妹
鋪

眺

確

鶴

碑

だ
考
碇
鼓
醜
な
峠

つ な
か
貯
立

ｒ

ｉ荘
”
た

！
す

韓
勲
オ
ヤ
加
”
神
難
航

櫛
揮

鵡

誕

謡

覇

争

つ
倭

覇

舗

駐

評
『

。

”
的
ヤ
卸
御
砦
韓

中
榔
姉
錬
北
　
凱
様
抑
牽
許
都
的
難
”
湘
券

柏

”
計
期
葬
華
あ
つ
昧
”
柾
紳
醇

！
」
韓
中加
蔵
防
”
よ
セ

球
肺
齢
玲

っ
た
６０
歳
以
上
が
踏
物
を
占
め

！！し
た
戦
争
「
自
分
の
よ
う
に
こ

る
。

北
海
道
（
東
北
い
北
陸
↑
　
ば
れ
落
ち

ｉ
る
人
を
生
ん
で
は
し

四
国
、

九
州
に
公
立
夜
間
中
学

一
く
は
な
い
拘
幸
せ
へ
の
願
い
が

は
な
い
普
≡
つ
し
た
地
域
で
は
い
　
こ
も
っ
た
条
文
を
考
え
る
っ
も

民
間
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ツ
が
運
営

！
り
だ
”
　
　
！

【鈴
木
勝

一
】

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
（
札
幌
達
　
　
　
！　
！　
　
　
　
――
つ
づ
く

字
を
書
い
、

歴
史
を
学
び
、
　

！　
！　
一

「　
十一　

　
一　
　
，
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中
国
残
留
孤
児
訴
訟
　
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
孤
児
が
、

早
輌
帰
国

実
現
や
帰
国
後
の
十
分
な
自
立
す
れ接

を
怠

っ
た
と
し
て
、

国
に
賠
償
を
求

国

泉
北
地
方
）防
衛
を
疲
業
。

一
家
は
埜
Ｌ
社
を
渡
り
、

方

正
県
を
目
指
し
た
。

山
本
さ
ん
の
言
葉
は
、

多

く
の
残
留
孤
児
の
思
い
を
代

弁
し
て
い
る
。

め
、１５

地
裁
に
起
こ
し
た
隻
団
訴
訟
。

昨
年
１２
月
の
神
戸
地
裁
判
決
は
国
に

賠
償
を
命
じ
た
が
、大
阪
、東

京
な
ど

５
地
裁
は
い
ず
れ
も
請
求
を
棄
却
。

札
幌
訴
訟
は
道
内
の
８５
人
が
２
０
０

４
年
５
月
ま
で
に
集
訴
し
た
。札

幌

原
告
団
の
平
均
年
齢
は
６７
歳
で
、生

活
保
護
受
給
率
は
８２
％
に
達
す
る
。

通
二
回
二
時
間
、半

年
だ
け
。

日
本
語
が
話
せ
いヽ

中
国
で

の
過
時
な
労
働
て
足
が
不
自

由
に
な

っ
た
美
智
子
さ
ん

に
、

職
は
な
か

っ
た
。

夫
は
亡
′と
な
り
、

今
は

一

人
暮
ら
し
。家

賃
を
除
Ｌ
は
、

手
元
に
残
る
の
は
月
七
万
円

し
か
な
い
。

「私
は
日
本
に

帰
っ
て
も
葺
に
だ
担

と
、

力
な
く
笑
う
。

た
だ

一
つ
の
醸
い
は
母
ゆ

き
さ
ん
の
墓
参
り
。

中
国
で

は
、

造
骨
が
納
め
ら
れ
た
隣

村
の
日
本
人
公
墓
に
行
く
経

済
的
、

時
間
的
余
裕
さ
え
な

か

っ
た
。

日
本
で
は
、

旅
費

を
組
雌

し
た
と
し
て
も
、

生
活
保
護
受
結
者
に

「海
外

旅
行
」
は
認
め
ら
れ
な
い
。

「年
と

っ
た
ら
、

少
し
は

楽
に
な
り
た
い
て
し
ょ
。

お

母
さ
ん
の
墓
参
り
に
行
き
た

い
て
し
ょ

」

大
陸
で
も
、

故
国
で
も
国

に
見
放
さ
れ
た
美
智
子
さ
ん

は
道
営
住
宅
の
部
震
て
、

日

に
涙
を
た
め
、

原
告
団
に
加

わ

っ
た
理
由
を
一詩
し
た
。

日

本
に
帰
り
た
い
、

お
母
さ
ん

に
会
い
た
い
と
、

土
間
の
隅

て
よ
く
泣
い
た
と
い
う
少
女

の
顔
に
戻

っ
て
い
た
。

r■「中国でも、日本でも負乏な
のは一籍Jと話す渡辺美智子さ
ん⑤渡辺さんが結婚後に暮 らし
た方正県実皮舗村の農ネ 今も
村の農民が暮 らす

一
九
四
二
年
八
月
の
ほ
ソ
連
事
の
侵
攻
て
難
民
と

な

っ
た
開
拓
民
の
収
容
所
が
置
か
れ
、

多
く
の
日
本

人
が
死
に
、

孤
月
が
接
さ
れ
た
中
国
黒
義
江
省
方
正

県
。

十
五
日
に
礼
幌
地
裁
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る

中
国
残
留
孤
児
訴
ユ
の
一昼
告
固
に
も
、

方
正
県
か
ら

の
永
住
帰
国
者
四
人
が
含
ま
れ
る
。

開
拓
団
壊
減
の

悲
劇
か
ら
六
十
二
年
。

そ
の
足
跡
を
た
ど
り
、

今
な

お
解
決
し
な
い
残
留
孤
児
問
題
と
は
何
か
を
問
い
直

す
。

　

（札
幌
目
部
の
佐
藤
千
歳
が
担
当
し
ま
す
）

渡
し
船
に
乗
り
、

振
り
返

　

礼
幌
市
厚

る
と
、

山
に
夕
巳
が
燃
え
て

別
区
に
永
住

い
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
帰
国
し
た
辞
ヤ

皇
企
に
江
省
の
松
花
江
一

聞
　
不
春
子
キＦ
ん
一

拓
民
た
ち
は
旧
ソ
連
軍
か
ち

Ｑ
●
の
言
葉
が
、

記
者
の
脳

逃
れ
る
た
め
、

幅

一
す
に
も

一異
に
よ
み
が
え
っ
た
。

な
る
、

こ
の
大
河
を
命
嗣
だ

　

山
木
さ
ん

一
家
は
四
〇

け
を
頼
り
に
遊
つ
た
。　

　
　
年
、

札
幌
か
ら
笙
蘭
県

（
黒

１
「
『
じ
時
旧
は
陽
レ
情
怪
！
竜
江
省
）
に
入
植
し
た
。

四

ら
に
食
置
伊
は
や
ば
し
陛
け
に

五
年
八
月
、

旧
ソ
連
軍
の
侵

来
に
―っ
に
卜
為
体
内
に
は
」

攻
て
関
業
享
お
満
州

（現
中

も
墓
参
で

勤

篠

拘
謎

銀

攀

フ
ス
が
流
行
し
、

四
六
年

一

月
、

母
り
き
さ
ん
が
亡
＜
な

っ
た
。　

コ
一歳
の
森
が
、

死

手
稲
区
の
遺
辺
美
智
子
さ

ん
全
０
も
松
花
江
を
渡
り
、

方
正
県
に
逃
れ
た
。　

一
家
は

四
二
年
、

壼
ム
か
ら
連
河
県

（
黒
龍
江
省
）
に
入
植
．

父

武
憲
さ
ん
が
四
五
年
香
、

軍

に
役
集
さ
れ
、

母
子
四
人
が

ん
だ
と
分
か
ら
ず
に
母
の
澄

体
に
よ
じ
上
ろ
う
と
し
た
，

私
は
泣
き
な
が
ら
止
め
ま
し

た
」冬

を
題
す
と
（
収
容
所
の

日
本
人
は
半
分
に
減

っ
て
い

た
。

と
き
残

っ
た
美
智
子
さ

ん
は
向
県
双
鳳
村
の
農
家
に

も
ら
わ
れ
た
。

妹
二
人
と
別

れ
、

九
歳
在
中
国
の
農
民
と

し
て
の
人
生
が
始
ま

つ
た
。

養
父
母
は
貧
し
か

っ
た
。

学
衰
を
暗
し
む
両
親
に
頼
み

込
み
（
十
四
歳
で
小
学

一
年

も
肉
を
食

べ
る
の
は
年
に

一

度
。

楽
し
い
こ
と
は
何
も
な

か

っ
た
」

一
家
の
家
は
今
も
残
っ
て

い
た
。

土
聾
一に
つ
ち
本
き
ヨ

模
の
平
屋
。

中
国
東
北
地
方

つ
典
型
的
な
夜
長
の
家
だ
。

美
智
子
さ
ん
は
日
堂
口
交

正
常
化
か
ら

．　
十
二
年
後
の

一

ｉ
八
四
年
、

家

に
上
が
っ
た
が
、

「府
≡
ぃ
一

一降
は
走
住
帰
国
酸
極
弘

や
説

子
守
の
た
め
、

半
年
て
退
学

分
の
国
て
安
心
し
た
喜
ら

さ
せ
ら
れ
た
。

今
も
証
な
圭
一
し
」
を
思
い
お
い
て
い
た
。

き
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な！
い
。　

　
Ｌ
か
し
、

帰
国
後
、

ず
っ

鉢
鍮
媒
躍
庁聞
従性護
説
俸
賊離

「
一
日
も
休
ま
す
に
働
い
て

用
意
し
た
日
本
語
の
授
業
は

～ 薪
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代 表   工  藤  慶  一

北海道 に夜間中学をつ くる会

共同代表 工  藤  慶  一

様

様

札幌市教育委員会

生 涯 学 習 部 長

要望書に対する回答について

日頃か ら、札幌市の教育行政に御協力を賜 り心か らお礼 申し上げます。

さて、平成 20年 10月 23日 付けで貴団体から提出されました要望書について、下記のと

おり回答いたしますので、御理解賜りますようお願い申し上げます。

記

札幌市立向陵中学校の使用については、週 1回水曜 日の夜、普通教室 4室 の使用を前提に、

今後、学校を含む 3者 で前向きに話 し合いを進 めさせていただきたい と考えてお ります。

また、要望事項 2を 含め、使用方法の詳細については、 3者 による話 し合いの中で、でき

るだけ早期にお示 ししたいと考えてお ります。

なお、耐震工事や学校行事等により、学校を使用できない時期 もございます。あらかじめ

御了承 ください。

【担当:生渥学習推進謀 主 査 (調整)中  TEL211 3872】
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向陵中学校の使用について

事  項 案

O使 用 日 。原則、週 1回 (水曜 日)

O使 用部屋

授業場所 ……

スタッフ控室

はじめの会 …

教材置場 ……

2階  普 通教室 ×4

2階  普 通教室 ×1

2階  多 目的室 Xl

別棟 1階  余 裕教室 (1/2程度)

O使 用時間

普通教宣

多 目的室

余裕教室

(授業場所、スタッフ控室)

(はじめの会)… ……………

(■l■置場)… …………… …

18 :00ハマ21 :00

18 : 15- 18 : 30

17 : 30-21 , 00

O使 用玄関 ・原則、別棟玄関を使用することとする。

〇鍵の開開 `別紙 のとお り

〇使用許可の形態

行政財産 目的外使用許可 とする。

使用許可書に定められていない事項については、別途、

を含めた 3者 で書面により確認する。

学校

O使 用料金
使用料、加算料を別途算出する。

(月ごとの使用実績により徴収する。)

O多 目的室の使用

会議等で使用することが多く、固定的な使用を確約できない

ことから、使用当日、学校に状況を確認し、空いている場合

に使用することとする。

Oス タッフ控量
授業で使用する教室に隣接する普通教室を、一時的な控室 と

して使用する。

使用できない時期

について

学校行享)学 校行事等により教室を使用できない時期がある。

学校行事は 3月 中頃に決定すると決定後、速やかに連絡する。

耐震工事)平 成 21年 度の夏休みから冬休みにかけてTDl震工事

を予定 している。教室使用に対する影響は以下のとお りと見

込まれる。なお、使用により工期等を変更することはありま

せん。また、突発的な工事を行 うこともあ り、その際には学

校 ・教育委員会の指示に従つていただきます。あらか じめ御

了承 ください。

【夏休み期間】基本的に使用不可と見込まれる。

【2学期中】使用予定の4室及び別棟は使用可能の見込みだ

が、夜問工事による騒音が響く可能性もある。

【冬休み期間】直接の影響はないと見込まれる。



向陵中学校の鍵の開閉について

1 入 枝時

① 最 初に来校した者は、正面玄関から入校 (インターホンを利用)し 、職員室で別棟玄

関の鍵の貸与を受ける。

② そ の後来校した者は、別棟玄関から校合に入る。別棟玄関の開錠は、玄関内の電子開

錠装置等により行う。

2 下 校時

① 全 員、別棟玄関から校舎を出る。

② 最 終下横者が、貸与を受けた鍵により別棟玄関を施錠した後、別途設置するキーボッ

クスに鍵を投入する。
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札幌市立向陵中学校の使用に関する覚書

札幌市教育委員会 (以下 「市教委Jと い う。)は 、社幌遠友塾 自主夜間中学 (以下 「遺
友塾」 とい う。)の 活動を尊重 し、札幌市立向崚中学校 (以下 「学校Jと い う。)及 び遠友
塾 と以下の事項を確認の うえ、平成 21年 4月 以降における遠友塾の学校の使用を特に認
めることとする。

1 行 政財産 目的外使用許可について

(1)遠 友塾は、学校 を使用 しようとする年度の開始前に、当該年度の使用 日及び使用場
所について、市教委か ら行政財産 目的外使用許可を受けること。

(2)遠 友塾は、市教委及び学校に使用可能な 日を確認 した うえで、行政財産 目的外使用
許可の申請をす ること。

2 使 用実績の記録について

遠友塾は、上記 1に おいて 2階 多 目的室の使用許可を受けた場合には、同室の使用
の有無を記録 し、3ヶ 月に 1回 、次の表に示す提出期限までに市教委に提出することD

使用月 提 出期限 使用月 提 出期限
4月 ～ 6月 7月 10 日 10月 ～12月 1月 10 日

7月 ～ 9月 10月 10日 1月 ～ 3月 3月 31日

3 使 用料及び加算料の支払いについて

(1)市 教委は、3ヶ 月に 1回 、上記 2に より提出された使用実績に基づき算出する多 目
的室の使用料及び加算料に、使用許可時に算出 した多 目的室以外の部屋の使用料及
びカロ算料を加 え、遠友塾に請求すること

(2)遠 友塾は、市教委の請求に基づき、納入期限までに使用料金を支払 うこと。

4 施 設のき損 減 失の関する責任の所在について

使用期間中に、遠友塾の責に帰す る事由によ り学校施設をき損 ・成失 した場合は、
遠友塾がその損害を賠償す ること。

5 学 校備品 ・消耗品の使用について

遠友塾は、事前に学校の承詰 を得た範囲においてf―校の備品 ・消耗品を使用するこ
と。

6 使 用許可を受けた部屋以外の部屋の使用について

(1)遠 友塾は、市教委から使用許可を受けた部屋以外の部屋を使用する場合には、別途、
市教委か ら行政財産 目的外使用許可を受けること。

(2)遠 友塾は、あらか じめ市教委か ら使用許可を受けた 日において、使用許可を受けた
部屋以外の部屋の一時的な使用を希望する場合には、学校 と協議することD

7 使 用許可を受けた 日以外の 日の使用について

遠友塾は、市教委か ら使用許可を受けた 日以外の 日に学校 を使用す る場合には、別
途、市教委か ら行政財産 目的外使用許可を受けること。

8 学 校内の生徒私物の取扱いについて

遠友塾は、学校内に置かれた生徒の私物について、特に配慮すること。



9 突 発的に学校を使用できなくなった場合等の対応について

(1)学 校は、突発的な事情により学校を使用できなくなった場合には、'1途作成する緊

急連絡網により、速やかに遠友塾に連絡することD

(2)遠 友塾は、学校使用中に学校施設に関連する事故等が発生 した場合には、別途作成

する緊急連絡網により、速やかに学校に連絡す ること。

10 昇 降口の開錠及び施錠並び鍵の受け渡 しについて

(1)遠 友塾は、原則 として別椋昇降口を利用 して、学校の出入 りを行 うこと。

(2)別 棟昇降日の開錠及び施錠は、遠友塾の者が使用 日に学校か ら健の貸与を受けて

行 うことD

(3)鍵 の貸与を受けた者は、学校に備 える鍵の貸出簿に氏名及び貸与を受けた時刻を

記哉すること。

(4)鍵 の返却は、鍵の貸与を受けた者が、正面昇降 口に設置す るキーボックスに投入

することにより行 うことD

(5)遠 友塾は、責任を持つて鍵の管理を行える者 を鍵の貸与を受ける者 として選定 し、

その者の氏名を市教委及び学校に知 らせ ること。また、鍵の受領、管理及び返却は、

その者が責任を持って行 うこと。

11 鍵 の複製禁止について

遠友塾は、貸与を受けた鍵を複製 してはならないこと。

12 清 掃の方法、ゴミ処理について

使用部屋の清掃は、遠友塾が 自ら行 うこと。また、チ リ ・ほこりを除くゴミは、遠

友塾が自ら持ち帰 り処理すること。

13 疑 義の決定について

この覚書に関 して疑義が生 じた場合は、市教委、学校及び遠友塾において協議の上

定めることとする。

市教委、学校及び遠友塾は、以上の事項を確認 し、本書 3通 に記名押印の うえ、それぞ

れ 1通 を所持する。

平成 21年 3月 13日

札幌市中央区北 2条 西 2丁 目

札幌市教育委員会

教育長  奥 岡

札幌市中央区北 4条 西 28

札幌市立向陵中学校

校長  佐 藤

文

札幌市豊平区西岡 5条 13丁 目7-5
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札教管許可第 09-23号

平成 21年 (2009年 )4月 2日

和眠遠友塾自主夜間中学

代表者 工 藤  慶 一 様

行 中 用 言午 白J書

平成 21年 3月 23日 申請の行政財産の使用について下記のとお り許可しまえ

記

倒 ■許可する土地の所在、側 用面積及び数量

向陵中学校 (中央区北4条 西 28丁 目1-30) の うち

教室 5室 、教室 1室 の うち0 9ポ 、多目的室 (別紙 教 室配置図のとお り)

使用 目的

授業の実施及び教材の保管場所 として

使用許可期間

平成 21年 4月 5日 から平成 22年 3月 31日 まで

ただし、使用許可期間の更新を受けようとするときは、使用許可期間満了の日の60

日前までに、継続使用許可申請書を提出しなければならない。

使用料

51, 594円 (年額) ※ 教室分 (固定分)の み、多目的室,剖劇昭実績による

加算料

27, 423円 (年額) ※ 教室分 (固定分)の み、多 目的量は使用実績による

6 使 用許可の取消し又は変更

次の各号に該当するときは、使用許可を取消し、又は変更することができる。

この場合、倒 謂者が損害を被ることがあっても、教育委員会はその責めを負わない。

(1)使 用許可の条件に違反 したとき。



(2)前 項に規定するもののほか、公益上教育委員会が必要 と認めたとき。

7 原 状回復の義務

(1)使 用者は、使用許可期間が満了したとき、又は使用許可の取消 しを受けたときは、

これを原状に回復 して返還 しなければならない。

(2)使 用者が原状回復の義務を履行 しないとき、教育委員会は使用者の負担において、

これを行 うことができる。

8 そ の他

(1)使 用期間中に、使用者が損害を被ることがあつても、使用者の負担において行 うこ

と。

(2)使 用期間中は、学校の運営に支障を来さないよう留意するとともに、児童 。生徒

及び付近住民に対する安全策について万全を期すること。

0 倒 弔料及び加算料は、後 日送付する納ヌ週 知書により期 日前に納イ寸すること。

(4)上 記のほか、当該使用許可にあたつては、本L幌遠友塾自主夜間中学、向陵中学校

長及び札幌市教育委員会により取り交わした、 「札幌市向陵中学校の同 用に関する覚

書」に従 うこととする。



札幌市立向陵中学校使用 日・使用時間

使用 日
使用時間

教室 (5カ所) 2階 多目的三

ヽ 平成21年 4月 22日 (水)

13時00分 から

21時 00分まで

18時15分から

13時30分まで

2 ′′  5月  13日 (水)

3 ″     ″   20日  (ガく)

4 ″   ″  27日 (水)

5 ′′ 6月  3日  (7K)

＾
０ ″  ″  10日 (水)

7 ′′   ″  17日 (水)

8 ″   ″  24日 (水)

9 ″  7月  1日 (水)

10 ″  ″  15日 (水)

1 1 ″   ′ ′ 22日 (水)

12 ′′   8月  26日  (7K)

13 ″  9月  2日 (水)

14 ″   ′ ′ 9日 (水)

15 ″   ″  16日 (水)

16 ″  10月  7日 (水)

17 ″  ″  14日 (水)

13 ″   ″  21日 (水)

19 ′′     ″   23日  (7K)

20 ″  11月  4日  (水 )

21 ″   ″  11日 (水)

22 ″  ″  18日 (水)

23 ″   ″  25日 (水)

24 ″  12月  2日 (水)

25 平成22年 1月  20日 (水)

26 ″   ″  27日 (水)

27 ″   2月  3日  (水 )

28 ″  ″  10日 (水)

29 ″  ″  17日 (水)

30 ″   ″  24日 (水)

31 ″  3月  3日 (水)

32 ″     ″   10日  (ガく)

33 ″  ″  17日 (水)
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工

平成21年4月作成

【札幌遠友塾自主夜間中学・向陵中学校使用に伴う緊急連絡網】

突発的に学校を使用できなくなつた場合

【市教委
生涯学習推進課

職場 2113372

(担当 t上野、伊藤 )

使用中に学校施設に関連する事故が発生した場合

※ 職員室に職員がいた場合には、第一報は在室者にしてください 1

生涯学習推進課

職場 211-3872

(担当 :上野、伊藤 )

【違反塾】
① 代表 工藤 度―

軽章亭岸090-3271-4316

② 副代表 丸山 仁
電話 01+743句551

犠 帯 090-8634-3511
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札教 生第 1145号

平成 21年 (2009年)8月 11日

札幌遠友塾 自主夜間中学

代 表   工  藤  慶  一   様

札幌市教育委員会

教育長  奥 岡 文

字業式の 「お祝いのことばJに ついて

日頃か ら、札幌市の教育行政に御協力を賜 り心か らお礼申し上げます。

平成 21年 2月 25日付けで御依頼のありま した卒業式の 「お祝いのことばJを 、別紙のと

お り送付いた します。

【担当 :生涯学習推進課 主 査 (調整)中  TEL211 3872】



お 祝 い の こ と ば

札幌市教育委員会

教育長  奥 岡 文 夫

卒業生の皆さま、御卒業おめでとうございます。

卒業式を迎えるにあたり、卒業される皆さまに対しまして心よりお祝いを申

し上げますとともに、スタッフの皆さまの御功労に対し、敬意を表 します。

このよき日を迎えられた喜びは、卒業生の皆さまが、学齢期を過ぎてもなお、

高い意欲 と向学心をもつて、日々たゆまぬ努力を続けてこられた結果であろう

と思います。

卒業生の皆さまは、学びの場が、市民会館から教育文化会館に移るという環

境の変化も御経験されましたが、この春からは、学校が遠友塾の新たな学びの

場となります。

卒業生の皆さまにおかれましても、卒業前の夏休み、冬休みには学校の教室

を使用した授業を通 して学んでいただいたところです。ささやかながら、私ど

ももそのことに御協力させていただき、喜ばしく思ってお ります。

卒業生の皆さまには、これからも、学ぶことの楽しさや大切さを忘れず、御

研鑽を続けられますとともに、学ばれた成果をさまざまな場面で生かされます

ことを御期待申し上げます。

最後に、札幌遠友塾自主夜間中学の今後の御発展と卒業生の皆さまのますま

すの御多幸をお祈 り申し上げ、私からのお祝いの言葉といたします。
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保護者 の皆様

平成 21年 4月 20日

札 幌 市 立 向 陵 中 学 校

校 長  植 村  敏 視

遠 友 塾 の 校 舎 使 用 に つ い て の お 知 らせ

新緑 の候 、保護者 の皆様 におかれ ま してはます ます ご健勝 の こととお喜び 申 し上げ ます。 ま

た、 日ごろよ り本校 の教育活動 に ご理解 とご協力を賜 り、誠 にあ りが とうござい ます。

さて、既 に新 聞等 で ご存 じの方 も多いか と思い ます が、 自主夜間中学 「遠友塾」が、今年度

よ り本校 を使 用 して授業 を行い ます。昨 日、 4月 22日 (水)午 後 6時 25分 よ り本校 2階 多

目的室 において、入学式 を行 った ところです。

ここで簡 単 に遠友塾 とこれ までの経緯 をあらためて ご紹介 させていただきます。

様 々な理 由で、学校 に行 くことが 出来 なか った方 々が、 もう一度学 びたい との思いか ら自主

夜 間中学 と して活動 してい ま した。 これ まで、市民会館 や教育文化会館等で学習活動 を行 って

い ま したが、本物 の学校 で学びたい との気持 ちか ら札幌市 に校 舎使用 の要請 を してい ま した。

昨年度 、教 育委員会 か ら向陵中学 校 に試行校 と しての依頼が あ り、夏休 み に 2回 、冬休みに

1回 使用 してい ただ きま した。 その間、開校 60周 年記念公 開授業 において 1年 生 の道徳 で、

遠友塾代表 の工藤慶一氏 をゲス トテ ィーチ ャー と してお招 き し、それ までの吉 労や現在 の8い

そ して中学生へ のメ ッセー ジな どをお話 しいただ きま した。 また、 キタラ大ホールで行われ た

合唱 コンクール にも塾生 の方 に足 を運 んでいただ き、閉会式 では感動 のメ ッセー ジを伝 え られ

たのは記憶 に新 しい ところです。

こう した経過 をふ まえ、教育委員会  遠 友塾 学 校 の三者 で協議が もたれ、本年度 か らの使

用 が決 ま りま した。 2月 には工藤代表 があ らためて来校 し取 員や PTA実 行委 員の皆様 にご挨

拶 をいただ き、今 日に至 ってい ます。遠友塾 の方 々に使 っていただ くことで、本校生徒 にも得

るものが多 い と思 ってお ります。

基本的 には、毎週水曜 日の午後 6時 ～年後 9時 までが活動時間で、新校 舎の玄関 を使用 し、

3年 4組 ～ 3年 8組 まで の 5教 室 な らび に 2階 多 目的室 を使用 し、学習活動 を行い ます。

保護者 の皆様 の ご理解 とご協 力を よろ しくお願い 申 し上 げます。



20091三 4月  24日

札幌市立向陵中学校

校長 植 村 敏 視 様

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表 工 藤 慶
一

お ネ L

4月 22日 の札幌遠友塾第 20回 入学式に際 しまして、ご多用にもかかわ らず、

あたたかいご祝辞を賜 り、まことにありが とうございます。新入生に とって大

きな励みになった と思います。校長先生の 「遠友塾を迎えて、札幌一のマンモ

ス校である向陵中学の新 しい時代が始まるJと のお言葉を聞いた とき、私は人

の情にふれる思いが して心の中で泣いていました。

当 日、新入生を案内 しなが ら、東玄関か ら教室に向か う時、窓か らグラン ド

が見え、た くさんの生徒 さんが運動 している姿を見た時に、いよいよ向陵中学

での授業が始まると実感 し、 さらに廊下ですれ違 う多 くの生徒 さんか ら元気な

挨拶を何度もうけ、 さすがは向陵との思いも深ま りました。

初めての経験となる、教室の鍵を受けて東玄関入り口に机を出し、終了後に

掃除をするなど本格的な作業となりましたので、とまどうことも多かったので

す。しかし、おかげさまで何とか無事に終えることができました。今後、不慣

れもあつてご迷惑をおかけする場合も出てくると思いますので、どんどんご指

摘いただきたいと思います。

新入生の中には、樺太から昭和 23年 に引き揚げ、小学校 3年 までしか行けな

かった高齢の方などがおり、改めて 「夜間中学が必要であるJと の認識を新た

にしました。こうした活動を安心して行えるようになったのも、校長先生をは

じめ教職員の皆様のおかげであり、あつくおネL申し上げます。今後とも私たち

にお力をおかしいただきたく、切にお願い申し上げます。

遅れましたが、前佐藤校長の祝辞を代読していただき、様々にご配慮を下さ

つた小原教頭先生にもよろしくお伝え下さい。

ありがとうございました。
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札幌遠友塾自主夜間中学鍵係メンパー

2009年 度

1     年

2  年

3   年

じっくり

代  表

恵美子 ・井 上

友 子 ・ 森

・
坂

・新

守

宮

丸

田

　

　

田

美恵子

允 恵

幹 雄

早百合

田

　

野

仁

雅 人

藤 慶  一

上記の者が本団体のスタッフであること



平成 夕 作 汀 月 むり日

札幌市教育委員会

管 理  課  長   様

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表  工  藤  慶  一

向陵中学校の多 目的室の使用実績 (夕 ～ 渉月分)に ついて

先に行政財産 目的外使用許可を受けた向崚中学校の多 目的室について、 々
～ あ 月分の

使用実績を下記の とお り報告 します。

記

使 用  月 使 用  日 (曜日) 使用 日数

ク月 >巧とイ1) /日

(月 /JP(イリ、,・少Dめ '各 材C) ()日

〃月 ♪浄め /夕θ的 1怖の、平日の ちと日

“～ど月計 夕日



1

平成21年  第 2回 定例会 一 般質問

<夜 間中学について> 質 問原稿

2000/06/23

民主党 道 民連台 道 下 大 樹

4点 日として、夜間中学について質問いたします。

1 公 立夜間中学について

ます、公立中学校夜間学級、いわゆる公立夜間中学についてです。

戦争や隻困などで学齢期に義務教育を受けることができなかつた中高年齢者や、「民族の言

葉」や 「日本語」さえも学St機会を奪われた在日韓国 朝 鮮人、中国残留孤児としての帰国者

とその家族、不登校のまま卒業証書だけをもらってしまった人、就学を免除または猶予された

l章がい者など、学校で学ぶ機会を得られないまま学齢期を過ざてしまった義務教育未修了者は、

全国夜間中学校研究会が国勢調査なとから推定して全国に 100万 人、道内では推定10万 人

以上いると報告しています。

そうした力々の中で、「学びたいJと いう意欲のある方々のために、公立の夜間中学が8都 府

県に35校 開校され、多くの方が通学されています。

道「TJに|よ公立の夜間中学はありませんが、自玉夜間中学よ、20年 目を迎える札幌遠反塾、

8乍年開校した旭川遠反塾、そして今年に入り函館と釧路に関校されました。札幌遠反塾では新

入生28名 を含めて86名 、旭川違反塾は新入生が19名 、2年 生が23名 。4月 15日 に開

校した函館連反塾には47名 が入学、5月 9日 に閉校した例‖路の自主夜間中学 「くるかいJに

1ま予想をはるかに超える51名 が入学し、 1き8と2き8に分けて授業をしていると聞いておりま

す。

平成 19年 第3固 定例会において、わが会派の同僚議員が、自主夜間中学を運営する団体に

対して、学校の数室など施設の提供や財政33支援など、教育行政の責務として夜間中学への取

り組みを積極的に進めるべきと質問 指 摘しましたが、道数委は公立夜間中学の設置は原員J市

町村が担うこと、必要な効言指導や働きかけは行うという、法律論を建前にして非常 こ消極的

な内容の答弁に終始しましたし、その後の道教委の取り組みは見えません。

2年 前に結成された 「北海道に夜間中学をつくる会」は、道数委や札幌市に公立l・7間中学の

必要性を訴え続けています。

同僚議員の質問以降、道内では新たに自主夜間中学が3ヶ 所関設され、生徒は200人 を超

えています。今後も自主夜間中学のエーズ、つまり学びたいという意欲を持つ力々|まさらに増

え、道内各地に自主夜間中学の開設が予想されます。

そこで、北海道におけるセンター校の役割を担う公立夜間中学を札幌市に関設すべきと考え

ますが、教育長の見解を伺います。

また、市町村が公立夜間中学を設置する場合、追から財政的支援などを実施すべきと者えま

すが、所見を伺います。



敵 育長】

いわゆる公立夜間中学の設置についてでありますが、公立中学校夜間学級、いわゆる公立夜間

中学の設置につきましては、法令により、設置者である市tB」村の権限により行うものとされてお

り、全国的には、8都 府県において35校 の市、または区立の夜間中学が設置されているところ。

私といたしましては、学齢期にさまざまな事情や病気などの理由によりまして、義務教育末修

了の方々がおられ、こうした力々の学ぶ機会が確保されることは、大切なことと受け止めており、

今後とも、関係自治体から、教育内容や教員の配置など、公立夜間中学の設置にかかわる相談や

問い合わせなどがあつた場合は、適切に対応してまいる。

なお、そうした場合にあつても、設置や運営に係る経費については、既存の制度活用を含め、

基本的には、市町村において店置すべきものと者えている。

2 自 主夜間中学について

次に、自主夜間中学についてです。

多くの自王夜間中学で、会場の確保や使用料負担に悩んでいるそうです。札幌遠反塾は3T年

度まで、札幌市教喬文化会館の会議室を借りていましたが、半額であっても年約55万 円の使

用料が収支を圧迫していました。しかし今年4月 から、札幌市教育委員会などの支援により市

立向陵中学校の教室を年約 12府 円で借りることができ、負担をある程度軽減できるとともに、

「本当の学校Jで 入学式を行い、授業を受けることに皆さん大変喜んでおられます。

そこで、こうした札幌市教委の取り組みのように、自主夜間中学を運営する団体に、学校施

設の提供や財政的支援を実施する市町村に対して、道が財政的支援などを実施すべきと考えま

すが、そのようなお考えがおありなのか、検討中なのか、伺います。

さらには、義務教育を受ける権利の保障と、生涯学習の促連という観点から、自主夜間中学

を運営する団体に対して直接財政的支援を行つたり、遠距離から通学する生徒への交通費補助、

現職教員の無償派遣や教員OBへ のポランティア活動への働きかけなど、そういつた支援施策

を検討し、実施すべきときえますが、教育長の見解を伺います。

【教育長】

自主的な学習活動についてでありますが、道内でいわゆる自主夜間中学として活動を行つてい

る団体は、札幌市、旭サ市、函館市、例‖路市における4団 体であり、それそれ10代 から80代

までの幅広い年齢層を対象として、国語、数学、英語など自主的な学習活動が行われていると承

知している。

道教委としては、これまでも地1或の皆様の様央な学習ニーズに対応して、学校開放の促進や、

民間教育事業者なとと連携して、学習機会の提供等に努めるとともに、市町村に対して、学校施

設等の有効活用などにつしヽて働きかけをしてきたところ。

今後とも、こうした取り組みにより、市EIl村等と十命に連携を図りながら、地域の皆様の自玉

的な学習活動が広がり、より多くの方々に学ぶ機会が適切に提供されるよう生涯学習の一層の振

興に努めてまいる。
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<再 質問>

次に、夜間中学について教育長に百質問いたします。

今日は 「北海道に夜間中学をつくる会」の力泉も億捕にしヽらつしゃっています。

夜間中学に対するエーズは 2年 前から確実に高まっているにもかかわらす、教育長の答弁は、

2年 前と全く変わつていません。非常に残念です。

道致委は道内の自主夜間中学の抱える問題や行政に対するエーズを把握していますか?ま た各

市町村数委などと夜間中学について連絡や情報の共有を図っていますか?

自主夜間中学について、道教委は市町村に対して、学校施設等の有効活用などについて働きか

けをしてきたところと答弁されましたが、函館遠友塾が函館市教委に対して、小中学校の教室を

一般団体に開放している 「社会学級Jと いう制度を遠反塾も利用司能か問い合わせたところ、函

館市教委から不可能という退答を受けたそうです。道教委の取り組みが不十分であることを表し

ているといえます。

教育長は自主夜間中学を見学されたことはありますか?

職場では中学を卒業していないことを隠しながら働き、違反塾に通つて一生懸命勉強している

方。戦後の混乱期で学校に通えす文字を書くことができなかつたけれども、いまお孫さんにお手

紙を書きたいという一bで 、長い時間をかけて国語を勉3会している力。

理由は様々ですが、皆さん本当に学もヽ意欲は強く、そして一生懸命勉強されています。

そして、生徒さんたちのために無償で勉強を教えるスタッフ、会の運営に境わるスタッフも一

生懸命頑張つています。これまでは中高年齢者が多かったのですが、最近では不登校や3き こも

りで中学に通わなかった方々が夜間中学に通うケースが増えてきているそうです。

そういった方々の姿を見ると、教育長も、道教委のトップとして、一人の人間として、何かや

らなければという想いがきっと湧き立つと思います。

現在、北海道に夜間中学をつくる会などが、ひとつには北海道におけるセンター校の役富」を担

う公立夜間中学 (公立中学校夜間学級)を 札幌市に設置すること、二つ目には道内の自王夜間中

学を運営する民間団体に対して、学校の数室使用を主とした施設の提供と財政33支援を行うこと、

を道教委に対して請願する予定で、そのための署名活動を実施さ71ています。

道教委として、その請願を受けた場合は、速やかな対嫡と要請事項の実現に向けた取り組みを

ぜひ行うよう指摘いたします。

道教委は、道内における義務教育未修了者の数や、夜間中学で勉強したいと意欲のある方がど

れくらいいるのか、また自主夜間中学はどのような課題を抱え、行政に対してどんなエーズがあ

るかなど、アンケート調査などを行つて現状を把握すべきときえますが、教育長の見解を伺いま

す。

【教育長】

義務教育末修了者の把握などについてでありますが、いわゆる公立夜間中学については、権限

を持つとされている市町村が判断すべきことと考えているが、調査の実施については、プライパ

シーに関わることであり、非常にデリケートな情報でもあることから、なかなか難しいものがあ

ると者えている。



<メ モ>

交通費の学生割引適用

学ぴたい気持ちを尊重する

受講料月額 1500円

教師はボランティア。 1回 150円 の交通費だけ支給。

週 1回 を増やしてほしい。



札教管許可第 09-69号

平成 21年 (2009年 )7月 15日

札幌遠友塾 自主夜間中学

代表者 工  藤   慶  一  様

札幌市教育委員

行 政 財 '芸 使 用 許 Fl」壕筆

平成21年 6月 30日 申請の行政財産の使用について下記のとおり許可しまヤ
え

H E 4

1 使 用許可する土地の所在、使用面積及び数量

向陵中学校 (中央区北4条 西 28丁 目1-30) の うち

教室 5室 、多目的室

(資料室については、平成 21年 (2009年う 4月 2日付札教管許可第 09-23号 により

許可済みです)

使用 目的

授業の実施及0激 材の保管場所として

使用許可期間    ‐

平成 22年 1月 13日 (水)

教室   :18時 00分 から21時 00分 まで

多目的室 ,18時 15分 から18時 30分 まで

4 倒 詞料|

(1)教 室 5室 分

(2)多 目的室

5 加 算料

(1)教 室 5室 分

(2)多 目的室

813円

35円 ※使用実績による

831円

54円   ※ 使用実績による



6 使 用料及び加算料の支払いについて

「札幌市向陵中学校の使用に関する覚害」の 3に 準 じて、平成 21年 (2009年 )4月

2日 付札教管許可第 09-23号 により許可した分と合わせて請求いたしますD

7 使 用許可の取消し又は変更

次の各号に該当するときは、使用許可を取消し、又は変更することができる。

この場合、使用者が損害を被ることがあつても、教育委員会はその責めを負わない。

(1)使 用許可の条件に違反 したとき。

(2)前 項に規定するもののほか、公益上教育委員会が必要 と認めたとき。

8 原 状回復の義務

(1)使 用者は、使用許可期間が満了したとき、又は使用許可の取消しを受けたときは、

これを原状に回復 して返還 しなければならない。

(2)使 用者が原状回復の義務を履行 しないとき、教育委員会は使用者の負担において、

これを行 うことができる。

9 そ の他

(1)使 用期間中に、使用者が損害を被ることがあつても、使用者の負担において行 うこ

と。

(2)使 用期間中は、学校の連きに支障を来さないよう留意するとともに、児童 生 徒

及び付近住民に対する安全策について万全を期すること。

(3)倒 司料及び加算料は、後日送付する納入通知書により期 日前に納付すること。

(4)上 記のほか、当該使用許可にあたつては、札幌遠友塾自主夜間中学、向陵中学校

長及
‐
ntと幌市教育委員会により取り交わした、 「札幌市向陵中学校の使用に関する覚

書」に従 うこととする。


